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我
が
日
木.は
今
日
支
那
を
對
手
に
し
て
、
ri
ま
し
い
戰
•を
續
け
、
近
い
將
來
に
於
て
之
を
解
決
す
べ
き
見
忍
は
な
さ
さ
ぅ
で
、あ
る
。
：

..

B:
:
*事
變
.が
縱
脊
：び.費
質
的
に
解
決
す
る
に
し
て
も
' 
其
後
ヒ
引
續
^
で
漱

^
全
體
が
耳
る
：餵
_
的
建
.設
的
事
業
は
：、

)

日
本
に
取
つ
て 

.
容
暴
な
ら
ざ
る.努
ガ
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
ば
疑

.ひ
為
い
。
さ
れ
ば
我
國
の
從
來
の
社
會
機
鞲
は
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
於

.て
、
此
努 

'
欢
の
ft
fc
■改
藝
亵
求
せ
を
れ
、：
；暴

體

轉
00
;
呼
，び
：聲
ぱ
全
#

の
.津 

：

_

k

_l>
.
-
w印
翁
^.
-
顏
私
_
ヴ
.̂
;
'翁
る
_
で
：ぁ
左
：於
、

:^
敗
ぬ
產
灰
；
の
會

:

上

ら

な

い

。
•
國

民

の

心

，
は

j

致
し
て
新
東
亜
の
建
設
に
向
.つ
で
居
つ
て
も
、、
其
方
法
に
關
し
、
個
4
の
手
段
に
就
て
是
非
の
意
見
め
相 

違
あ
り
、.11

識
•の
相
違
あ
り
、
容
易
に
決
定
的
な
迆
路
を
進
行
し
て
ゆ
か
な
い
.0
他
方
、
人
>
は
、
此
事
情
を
反
腴
す
る
毛
の
.ネ
如
く
、
 

各
方
面
か
ら
そ
れ
ぐ
の
寧
問
に
從
つ
て
、
新
體
制
に
對
し
て
種
々
の
獻
策
を
行
つ
て
居
る
。 

.
■

.
經
濟
新
體
制
の
方
面
に
於
て
は
、
殊
に
澤
山
ひ
意
見
書
が
發
表
さ
れ
.、
各
人
各
様
の
議
論
^
立V

、

居
る
。

私
は
其
中
か
.ら

* 
ニ
人 

:

の
京
都
帝
大
■敎
授
Co
.紫
#-
を
取
つ
て
.典
所
說
を
今
玆
に
紹
介
吟
味
し
ょ
ぅ
ど
思
ふ
。
即
ち
其1

つ
は
、
谷
ロ
吉
彥
氏
著
す
所
の「

新
體
.

籽
n
-I
.
*»I
彥「

新
體
制
の
现
論

J

柴
，

E

敬本鸫濟宽新案太耦

」 

l
i
t

 

a
1

c 
•



符
P
吉
彥•*

新
賴
制
の
理
論
し
柴
田
敬
ス
日
本
終
濟
革
新
案
火
辋

』 

f
i
n

 

‘ 

0 

5

〕

制
理
論」

、
他
の
ニ
，っ
は
、
柴
田
敬
氏
のr
R本
經
濟
革
新
案
大
綱」

で
.

I。 

‘
 

：

，：

新
體
制
の
經
濟
を
立
論
す
る
に
際
し
て
、
最
初
に
必
要
な
と
と
は
、-
‘何
故
之
ま
で
の
體
制
が
い
け
な
ぐ
な
つ
た
か
を
明
に
す
る
こ
.と 

で
瓜
る
。
菩
々
は
先
づ
過
去
を
顧
み
て
、
舊
體
制
に
如
何
な
を
.欠
陷
が
あ
っ
て
.其
廢
棄
が
要
求
せ
ら
れ
る
に
至
つ
た
か
を
知
ら
な
け
れ 

ば
'
虫
れ
出
ず
べ
き
新
體
制
に
就
て
構
想
を
廻
ら
す
資
格
は
な
い
。
吾
々
は
白
紙
の
上
、に
立
案
す
る
の
で
な
く
、v

れ
ま
で
•の
.歷
史
的■ 

生
成
の
内
に
新
し
い
目
檩
に
向
っ
て
適
し
た
建
設
を
企
て
る
の
で
あ
を
。
歷
史
を
無
視
し
た
建
築
は
砂
上
の
•樓
閣
に
も
等
し
く
、
舊
體 

制
の
行
詰
る
に
至
つ
た
次
第
を
知
ら
な
い
で
、
新
體
制
を
語
る
こ
と
は
許
さ
れ
ぬ
..
0
.
.
此
實
味
で
所
|»
:
1新
體
制
.の
歷
史
的
必
然
性
に
就 

て
最
初
.に
乘
を
下
ろ
す
こ
と
は
、
最
4
當
を
得
た
；る
順
序
と
い
.ば
な
け
れ
ば
.な
ら
ぬ
：.'
0
:

(

¥:
;

ロ
.博
士
.：
は

、
、
.

其
費
の
：第
1
.章
に
於
尤
-1
新
體
. 

.制
0
歷
史
钠
.必
然
性
1-
を
說
き
、
.柴
田
博
士
'は
其
著
<0
:增
訂
第
ー
一
版
に
於
て
補
編
と
：し
て
®

濟
_

0
必
至
性」

な
^
|へ
奪
女
附
加
；し
，
 

F

所
說
：.の
.首
尾
ハ1:

貫
に
努
め
^
れ
た
ぶ. 

.

■ 

> 

.谷
：ロ
博
士
は
:>
.頗
：る
柚
象
的
£
新
體
制
：の
歷
&
的
必
然
性
を
說
か
れ
_る

.°
即
ち
世
界
秩
序
と
い
ひ
世
界
體
制
と
い
ひ
、

.4
と
^

^

#
 

界
平
和
を
«
持
す
る
た
め
の
秧
序
で
あ
り
篇
で
あ
る
か
ら
ソ
：
ー.定
の
世
界
秩
序
が
歷
史
的
發
展
の
中
に
ー
行
き
詰
り
に
逢
着
す
る
と
必 

然
に
.世
界
戰
爭
が
起
る
。
中
世
封
建
秩
序
か
ら
近
世
齊
本
主
義
秩
序
へ
の
轉
換
期
に
は
ナ..

ポ
レ
オ
ン
戰
^
を
避
け
得
&
か
_っ
た
が
、
へ
之 

を
轉
機
と
し
て
成
立
し
た
近
佌
の
世
界
秩
序
は
經
濟
的
に
は
資
本
主
義
秩
序
で
あ
っ
て
、
第」

^

歐
亂
ガ
m
に
至
^
か
で
低
取
平
和
を 

維
持
し
た
と
い
.

4
?

然
ー
る
に
此
近
世
的
秩
:^
も
亦
今
や
世
界
秩
咚
と
し
、て
の
機
能
を
果
し
得
ざ
る
に
至
り
、バ
第
一
次
並
び
に
今
次
の
大 

戰
を
勃
發
せ
し
め
る
こ
ど
に
な
つ
.た
の
で
あ
：る
と
c

^

x

. 

.

■:
''
:

■

.

: 

V

 

;

, 

(

註)

谷
ロ
炖
士
：忒

體

制

办

理

論

'
1丨
亦
^:
以
无S

用
管
し
頁
故
の
み
^£

す
？

.

:

-

:
':
:
- 

.
谷
c
if
士
は
、
第1

次
歐
洲
大
戰
も
今
次
の
戰
も
、
共
に
資
本
主
義
行
詰
り
の
結
果
と
見
て
'お
ら
れ
る
樣
：で
あ
る
'0
唯
前
者
の
場
合

に
被
世
界
史
の
轉
換
に
ま
で
，至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
が
、

.今
次
の
場
合
に
は
世
界
史
の
轉
換
を
意
味
す
る

4

の
と
定
め
て
.お
ふ
れ 

る
と
觅
受
付
ら
れ
る
が
、
其
論
證
は
な
い
。

(

五
頁) 

:

.

,

ロ

支

事

變

も

今

の

義I

と
同
じ
性
質
の
も
の
で
、
'
.蓮
新
秩
序
の
建
設
は
同
時
に
歐
洲
の
新
秩
序

s

f

l

l
じ
く
す 

名
も
の
，と
見
ら
れ
る
。

 

‘

，
.

博
士
は
一
日
く
-

「

免
定
の
國
家
又
は
國
民
が
、
孓
の
世
界
史
轉
換
の
必
然
性
を
明
確
に
認
識
し
て
、
自
ら
率
朱
し
て
世
界
人
類
を
ほ

»
 

し
つ
、
、
来
る
べ
き
世
界
新
秩
序
の
成
立
に
寄
與
也
ん
と
す
る
か
、
或
は
ま
た
、

.徒
ら
に
過.去
‘必
舊
體
制
泛.
執
着
し
て
.、
.
世
界
史
の
轉 

換
^
阻
业
せ̂
と
す
义
か.は
、.そ
の
國
家
ま
.た
は
國
民

'<
0
將
來
の
運
命
を
決
梵
す_る.重
大
問
題
で'あ
る
。
：
：
/ 

; 

'

',「

世
^
新
秩
序
の
創
成
に
貢
獻
し
、
.世
界
史
轉
換
.の
上
に
重
耍
1
役
割
を
果
し
た
國
民
は
、\
必
然
に
次
の
_新
體
制
に
お
け
る
指
導
的 

地
位
をi

傲
す
名
。
近
世
资
•本
主
囑
の
成
立
.に
寄
與
し
た
英
國
亦——

近
世
秩
序
を
通
じ
て
、
世
界
人
類
の
.進
歩
，に
對
し
-

一
大
實
獻 

を
瘃
し
'だ
上
と
は
浚
す
べ
か
ら
ざ
，る
歷
史
的
事
實
で
あ
る
0
新
た
に
成
立
す
べ
き
世
#
新
秩
序
に
對
し
て
、
そ
れ
建
設
に
賀
獻
し
た
る 

國
民
は
、
'將
来
の
世
界
秩
序
に
お
け
る
揩
導
的
地
位
を
確
保
す
る
1-
と
。c

六
1
七
頁)

■>
 

, 

,

,
此
行
文
に
據
っ
.て
觀
る
に
、
今
次
の
，歐
亜
に
ま
た
が
る
大
戰
を
轉
機
と
し
て
世
界
史
の
轉
換
'は
絕
對
的
に
，必
然
で
あ
り
、
'.日
獨
伊
は 

嫌
に
勝
ち
、/
英
米
は
負
け
る
こ
と
が
歷
史
的
に
必
然
で
あ
り
、
日
獨
伊
の
國《

は
.

「

近
世
資
本
主
義
联
序

」

を
克
服
し
，て
之
と
別
個
；の 

「

新
體
制」

の
上
に
立
っ
の
が
必
然
で
あ
る
樣
で
あ
る
。
獨
英
の
間
に
何
等
め
和
解
•妥
骶
を
認
め
ぬ
許
り
で
な
く
、獨
逸
は
決
し
て
歴
史 

的
に
‘負
け
な
い
し
、
英
米
は
必
ず
歐
瓸
か
ら
退
却
し
て
し
ま
ふ
と
.歷
史
的
に
宛
つ
て
居
る
と
論
斷
せ
ら
れ
る
檨
で
あ
る
;0
• 

■:
 

此
樣
な
斷
定
は
博
士
の
科
學
的
考
究
の
結
論
.で
，あ
ら
う
か
、
そ
れ
と
も
戰
银
遂
行
中
の
民
心
鼓
舞
‘の
激
文
な
の
で
あ
ら
う
か
。
博
士 

の
解
す
る
歷
史
竹
學
に
甚
礎
を
持
づ
难
論
な
の
で
あ
ら
う
か
-
そ
れ
‘と
も
日
•
撒
の
勝
利
を
熱
望
.す
る
■餘
り
'の
文
章
に
過
ぎ
な
い
の
で 

.谷
ロ
*
彥「

新
體
制
の
理
詭
.，柴
5
敬「

：1
:本
經
濟
革
新
案
4
<琢
1 

l

l

s

-
c
l
'
l
n
D



ハ介«
七：彥「

新
微
制
，の
规
論
し
柴
|1
?
敬
卩
本
鸫
濟
茶
新
案
火
艄」 

、二

四

C
1
;

て
四)

：、

あ
ら
う
か
。
f

に
於
け
I

士
の
所
論
は
大
層
大
ま
か
で
あ
る
爲
备
何
れ
と
も
斷
$

|

.得
な5

。

--
,

.

'ぐ

: 

然
る
に
-吾
\

は
同
書
の
^
の
方
第
十
六
漳
に
於
て
世
界
联
序
變
革
の
.必
然
性
に
就
て
之
を
幾
分
緩
和
し
た
樣
な
說
明
を
發
見
す
る
0 

之
に
依
れ
ば「

資
本
主
義
秩
睁
も
亦
そ
の
歷
史
的
發
展
の
過
程
に
於
'て
、
ニ
十
世
紀
に
.入
つ
„て
漸
く
行
含
詰
り
を
來
た
し
、
社
會
的
生 

跑
カ
の
發
展
を
，姐
寄
す
る
と
と
-

4

な
り

、

ち
の
結
娛
は
第
ー
次
大
戰
の
，勃
發
と

.な
つ
，
た
。

然
る
に
_と
の
大
戰
の
結
果
、は
、
謂
は
ゆ
る
ヴ 

,
ル
サ
ィ
ユ
馓
制
め
成
立
と
な
り
、
行
き
詰
つ
た
世
界
秩
£
は
伤
然
と
し
、
て

そ

の

ま

維

持

さ

る

‘、
、

A
M
J
X

な
つ
た
か
ら
、

こ

、
に 

第
一
一
次
：

K

戰
は
不
可
避
と
^
つ
た
。
從
つ
て
ま
た
今
次
の
大
戰
の
結
果
と
し
て
、
世
界
新
秩
序
の
成
立
を
見
る
，な
ら
ば
.、
'恐
ら
く一

藤
：
 

の
世
，界
平
和
は
傭
ら
さ
れ
る
で
あ
ら
う
ノ
反
對
に
.そ
の
結
弗
が
依
然
と
し
て
舊
秩
序
の
彌
鏠
に
終
る
な
ら
ば
、
た
と
び
一
時
の
平
^
i
丨
 

肩
ら
れ
た
ふ
し
て
も
*
抑
び
第
三
次
-
澈
四
次
の
世
界
•戰
爭
は
不
可
脾
と
な
る
で
あ
ら
う
。」

(
一

ー
八
八
0〕

之
に
據
つ
て: m
办
ば
、
菩
.A
^

m

l

,

章
を
1»
3%
で
受
^
た
«
カ
今
次
の
戰
を
轉
機
と
す
る
世
界
史
轉
換
の
、必
然
，性
の
印
象
は
大
部
薄
り 

く
な
ス
0
,日
獨
が
如
何
な
る
膝
史
的
必
，然
他
の
上
に
立
つ
て
，新
秩
序
の
建
設
に
努
力
レ
て
も
成
功
す
る
と

•は
斷
言
.で
き
な
い
樣
で.あ
るO 

3
雇
し
そ
れ
に
失
，敗
し
て
嘯
け
て
%
'
、

，K
ぐ
に
及
復
し1
英
米
.を
負
か
す
ま
で.例
度
も
戰
を
挑
む'こ
と
が
で
き
.る
か
の
如
く
推
測
さ
れ 

る」

之
に
反
吒
英
國
が'新
秩
序
の
要
求
，に
屈
服
し
>
な

^

ば
、「

ー
應
の
世
界
平
和

」

が
|

さ
れ
、て‘戰
爭
は
當
分
起
ら
ぬ̂
罾
_
さ
れ

-

 I

 

4 

V

.

 

-

 

V

 

*

 

■ 

*

 

〜

 

i 

-

 

\

 

t

«_
t

; »
士
は
^

1

次
大
诹
の
結
艰
が
舊
秧
序
の
維
持
に
終
つ
た
か
ら
第
一一
次
大
戰
を
生
ん
だ
と
說
か
れ
る
が
、
.そ
れ
は
、
第

一

次
大
戰
は 

新

秩

存

を

生

み

、
，
第
一
一
次
大
戰
を

W
き
な
く
て
濟
ま
す
所
の
可
能
性
を
持
つ
て
お
、，つ
た
七
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ら
う
か
。

■¥
に
博
士 

の
說
か
れ
て
思
る
様
に
、
第
一
次
大
戰
の
说
因
は
資
本
輸
出
市
場
と
し
て
の
植
民
地
獲
得
競
带
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば 

縱
令
ひ
獨
填
が
.

つ
と
か
或
は
當
齊
め

#
合
國
と
妥
協
に
終
つ
•た
り
し
た
と
し
て
も
い
资
本
生
義
そ
.の
も
.の
-A

進
行
に
變
化
は
な
か
0

た

の

で

，は

あ

る

ま

い

か

。

さ

す

れ

ば

第

二

次

大

戰

は

第

•一

 

次
戰
の
勝
利
が
何
九
の
例
に
在
つ
戈
か
-に

頓

，着

な

く

、

博

士

Q
.

好

ん

セ

雷

ぼ' 

れ
る「

必
然
性」

を
以
て
生
ず
べ
き
運
命
に
在
つ
た
こ
と
に
爲
る
で
あ
ら
う
。

'

:
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今
次
大
戰
の
原
因
は
以
上
の
如
く
で
あ
る
と
し
て
，
そ
れ
が
爲
に
何
故
資
本
主
義
は
苋
服
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
ら
う
か
、
•博
士 

.
は
日
が1

:

激

慌

對

策

：
:^
し
^
9
軍

備

獷

喪

把

は

ぬ

ま
_
生
-

_
を

之
'
に

振

り

偷

け

：
る

丈

：
け

セ

_

ホ

名

.張
は
.
も
は
：：̂

!
剩
生
產
力
を
吸
收
し
盡
b

<
尙
ほ
足
ら
ず
-
不
足
.海
乾
8
凌
積
極
的
苽
獷
張
.し
.つ
：''
1
;>
,之
を
軍
擴
競
爭
£

使
せ
*
6 \ 

.
ば
#

^

m
:
'
謂
は
_
る
：生
產
カ
擴
舟
は
—*
般
的
な
唑
產
力
鑛
充
で
k

な
く
軍
需
生
產
カ
以
擴
充
で
あ
.る
P
前
者
為
ら
ば
、r

自
由
經
濟i

 

の
：魔
謂
太
從
夕
：w
r
M程
度
.に
し
擴
充
さ
れ
る
”
见
箪
薷
生
產
カ
め
獷
疣
せ
も
セ
も
®'

:

.

.な
い
が
、r

現
嘴
_
忆
膽
：：
«
聪
嚷
源
を
權
膽
甘
る
嗶
謾
資
齡
史
氹
满
資
源
の
獲
蔣
競
_
に
_
る
や
で 

:;

九1,112;

參
照
M
禆
士
は
s

ri
l
經
濟
罢
^

4
清
葉
龙
：之
^
ぬ
使
や 

義
秩
序」

と
獬
し
て
差
支
ぇ
な
い
も
の
で
あ
ら
う
。
吾
々
が
此
處
.で
疑
問
に
し
^
;

S

こ
と
は
、
之
だ
け
や
所
論
を
以
て
資
本
>王
義
を
否
' 

定
す
る
に
充
分
で
あ
ら
う
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
日
本
の
極
度
の
軍
備
螭
充
0
爲
火
自
咕
放
任
で
は
い
.
け

，
な

い

考

と

.
攸

判

つ

へ 

て
％
る
が
、
ど
う
し
て
資
本
主
_
を
も
棄
.て
、
し
.ま
は
う
士
す
る
の
で
あ
る
か
。
ド
イ
ツ
の
ナ
チ
ス
治
下
の
經
濟
は
正
に
銃
制
經
濟
の
、
 

手
本
で
あ
る
が
、
.決
し
て
資
本
主
義
を
否
淀
し
た
も
の
で
は
な
い
。
又
資
本
主
義
，の
，行
き
詰
ヵ
亡
伴
ふ
世
#
恐
慌
は
英
米
ヒ
そ
最
も
惱
； 

む
所
の
も
，の
で
あ
る
が
、
此
等
の
國
々
で
は「

新
體
制」

•の
叫
'ひ
は
餘
り
聞
か
れ
な
乂
博
士
ば
、
別
9
箇
所(

第

-±
ー
ー
箪)

で
革
新
の
必 

然
性
，を
吹
の
骁
に
說
か
れ
て
居
る

。

.

■
v

t
顧
何
*

涔
根
_

が
も
.茧
.張
宰
夺
い
拿
新
^

贫

た

?̂
め
必
然
_

凇
_
だ
同
檨 

_

帟
カ
の
發
城
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
--
0

何
故
，に
經
濟
革
新
を
、必
然
な
ら
^

む
る
か
の
极
_

は
、"
趴
來
め
ま
.
1の
&
濟
原
理
ま
た
は 

; 

汴
rj
vi

彥
っ
新
體
制
の
观
論
.
.泶E

敬
亦
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濟
嘷
新
案
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辋
;1
*

.

く
 

-
1

J

五
、

C
U

五)

；



沾
こ
卜
！

^

^

ゾ
<
%
ブ
：

S
-1

•
ジ
-

,
t
«
n
- 

1

-
^

s 

1
1
^
 

f 

:
 

V

?

,
 

~

’

ジ
ノ

‘
，
_

?-

ぐ
-
.
>1-
5
% 

/

rン

' 

-

:

—

i

'

、

ミ

,
f 

s
)
, 

、

.

*

*

[
 
!

r

*

n

<

U

H

:
 

'

 

s
 

> 

r

~

N

i

 

-

 

 ̂

* 

i 

„ 

、く

ょ

 

-

.

::
:ド
_
苁
告
彥
演
灌
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窗
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s
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.
經
濟
機
襁
で
.は
、
生
塵
力
の
行
詰
り
を
來
た
し
て
、
最
早
そ
の
ま
、
で
.は
生
產
力
の
發
展
を
阻
害
す
る
に
至
つ
て
居
る
と
い
ふ
棗
實 

の
上
.に
置
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
事
實
の
上
に
立
卿
せ
ぶ
る
觀
念
的
W
革
新
論
で
は
，
い
か
^
抽
黎
理
論
上
.
.の'必
然
性
は
證
明 

_

さ
れ
て
も
、
現
實
の
必
然
性
を
も
ち
得
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
内
外
の
歷
史
に
お
い
て
屢
々
經
驗
し
來
た
つ
た
所
.で
あ
る」(

同
書 

:'ニ 

一.
.九
冥)
.
.と

;-
°

. 

■
.
1'
.
-ノ 

博
士
の
率
新
の
，必
然
性
に
關
す
る
說
明
は
之
だ
け
で
あ
る
が
、
公
式
的
な
此
議
論
は
唯
物
史
觀
を
思
は
し
む
る
も
の
が
あ
る
。
併
し 

之
だ
け
で
は
、
今
日
の
新
體
制
の
必
然
性
を
論
證
す
る
に
は
不
充
分
で
あ
る
。

\ 

' 

革
新
は
經
濟
機
構
が
最
早
や
そ
の
ま
、
で
は
生
康
カ
の
潑
展
を
阻
害
す
る
に
至
つ
て
居
る
と
>
ふ
事
實
.に
立
脚
せ
ね
ば
な
ら
.ぬ
の
で 

あ
る
が
、.今

！！！

の
資
本
主
義
は「

或
程
度
ま
で」

生
處
力
を
擴
充
し
得
る
地
位
に
あ
る
の
に
*
日
本
で
はr

飛
躍
的
：

一

な「

軍
備
生
產
力

J

擴 

張
が
.必
要
で
あ
る
か
ら
、
其
目
的
の
爲
杧
舊
體
制
を
克
服
し
な
け
れ
ば
愈
ら
ぬ
と
い
ふ
の
で
あ
ら
ぅ
か
。

,

\

以
上
、
私
は
^:
士
の
新
體
制
の
膜
史
的
必
然
性
の
所
說
を
其
^
!の
方
々
，か
ら
集
め
て
推
測
し
て
見
た
の
で

.あ
る
。
誤
解
が
あ
れ
ば
訂 

正
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
-
.博
士
の
所
說
が
一
貫
し
て
述
べ
ら
れ
て
居
な
い
で
"
別
々
の
章
•に
散
亂
し
て
-居
る
/

U

と
は
頗
1

-T
獬
を
困
難
な 

ら
し
め
る
o 

,

博
士
は
频
り
に
歷
史
的
必
然
性
を
强
調
せ
ら
れ
る
が
、
今
次
の
大
戰
が
.世
界
史
の
，轉
換
を
劃
す
る

-も
の
-で
，あ
る
れ
ど
ぅ
，か
は
、
結
局 

斷
定
し
て
お
ら
れ
ぬ
と
解
す
る
の
が
正
し
い
椽
で
あ
る
。
蓋
し
日
獨
伊
•が
實
質
的
に
勝
た
な
く
て
は
、
新
秩
宇
も
廣
域
經
濟
も
生
れ
さ 

•5
も
叙
い
か
ら
で
あ
る
。 
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新
體
制
の
建
設
と
い
ふ
こ
^
は
、
.過
去
を
顧
み
て
其
必
然
性
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
併
し
そ
れ
許
り
で
は
決
し
て
充 

分
で
な
く
、
S1
に
進
ん
で
何
の
目
標
に
问
つ
て
進
む
か
と
.

S
、

ふ
目
的
論
的
必
要
を
も
併
せ
て
•理
解
せ
ね
ば
な
ら
ね
。
藍
し
人
_
は
與
へ

ら
れ
た
を
滕
史
的
银
件
(7
>
,下
ゆ
藤
班
を
作
る
©
.で
あ
る
が
、
同
'時
に
或
意
欲
を
以
て
之
，を
作
る
か
ら
で
^ ,
る
。

“

.谷

.
_ロ
：傅

丑

ば

他

良
_
に
關
じ.、
ィ
：第:-
*
歲
^

「

東
瓿
新
秩
序
お
建
設
す
る
た
め
に
，ば
、
何
ょ
り
も
ま
づ
國
內
就
秩
序
，を
確
立
せ
ね
ば

^

&ぬ
。••：

• 

•蓋
し
國
內
體
制
と«-
際
體
制」 

:^
た
ば
：世
|

&

.の
：間
.に
‘は
碎
.必
然
の
關
聯
が
存
す
る
が̂

:>
例
へ
_ば
’英
國
の
^
免

趣
然
_

國
主
義
的
侵
略
^
な
^
ざ
る
を
御
な
い
。'む
ろ
ん
苽
蓝
新
秩
序
は
、
帝
風.主
義
时
侵
略
で
•あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
本
國 

と
植
民
地
と
の
.ブ
ロ.

ッ
グ
經
激
で
あ
ク
て
ぼ
な̂
ず
、
こ
れ
ら
の
す.ベ
て
を
超
克
す
る
全
ぐ
新
た
な
秩
序
を
東
取
に
建
設
#
ん
ど
す
■;
■ 

石
も
の
で
あ
る
か
ら
、
何
夂
り
も
先
づ
國
內
體
制
を
、
ぞ
の
新
秩
序
に
お
い
て
建
設
せ
ね
ば

^
ら
ぬ
：

4

け
で
あ
る
0:

」

€

れ

を

現

實.
.の
問
題&
.
¥
%
見

：て
；も

パ

東

瓯

薪

秩

摩

が

建

親

£
啟

次

，ぐ
.の
如
き
綹
濟
建
設
の
大
事
業
を
遂
行
す
る
に
は
、
'#
來
の
如
き
.資
本
ギ
«:
そ
.の
ま
V.
の
.嵐
内
體
制
で
は
、
こ
れ
に
.必
.：
要

な

.
る

生

氧

::
;
'
、
；
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力
を
十
分
に
擴
充
す
るこ

と
：は
：出
來
な
い
。5

の
生
產
ガ
：の
飛«

的
«

充
を
實
現
ず
る‘た
め
.
に̂

、
：..ま
た
國
杓
新
體
制
ゆ
必
然
に
要.. 

請
さ
れ
て
來
る」

-(

同
書
九
頁〕

と
。

之
'に
據
っ
て
觀
る
に
.，
英
國
<0
支
配
下
に
在
っ
.だ「

近
他
資
本
主
_
秩
序」

.で
は
必
然
的
に
帝
國
主
義
的
侵
.略
で
あ
っ
た
が
、
日
本
•の 

指
導
下
に
作
ら
る
べ
き
東
亜
新
秧
序
は「

帝
國
主
義
的
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
植
尻
地
を
從
屬
せ
し
‘む
’る
ブ
い
ッ
ク
經
濟
で
あ
っ
て
は 

な
ら
ず
こ
ft
ら
ず
べ
て
を
超
克
す
る
廣
域
經
濟(

同
氏
著
三
0
四
莨
以
下
參
照〕

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
說
か
れ
る
\0「

「

必
餘
の
要
求0
た
;.
.
-
ぃ 

る
廣
域
經
濟
に
於
て
ば
、.「

咱
由
と
征
服J

の
代
力
に「

指
導
の
原
理J

が
確
立
さ
れ
る
.害
に
な
っ
て
居
.
^
即
ち
掠
導
國
は
廣
域
經
濟
金 

體
の
邋
に
指
導
的
職
能
を
.果
す
.の
で
あ
っ
て
、
被
指
導
國
は
之
に
協
力
.す
ネ
。
但
し
政
治
的
に
は
獨
立
し「

何
蹲
橫
合
か
、ら
他
國
.
.の
午〕 

管

ぅ

け

f

の
，.で
は
な
い
' O
J併
し
全
f

爲
s

f

受
け
てr

協
力
せ
ね
ば
I

s

か
く
て
世
I

體
制
の
下
S

S

邦
，

ハ介"
古
彥「

，
新
賴
制
め
趣
諭

.J

荣
田
敬

「：

日
本
舷
濟
革
新
案
：大
綱

h
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辋
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其
*
を
得
•て
'」

そ
れ
^

^
の
地
位
と
特
殊
の
職
能
に
•お
，い
て
‘、
佌
界
の
夺
-和
と
人
類
の
福
祉
，に
貢
獻
し

5'
る
こ
と
H
&
る
箬
で 

あ
る
と
。
傅
士
‘の
，描
く
新
秧
序
は
頗
る
理
想
的
な
、
幸
福
に
滿
ち
.た
道

德

的

世
界
で
あ
る
：

そ
れ
，は
指
導
國
の
希
望
た
る
，に

.1
|
:

ま
る
の 

，へか
、
，
そ

れ

と

も

、
博

.

士
.
の
生
靡
力
の
發
展
か

ら
規
定
さ
れ
'た
必
然
性
に
.よ
る
目
標
•な

.ので

.あ
ら
ぅ
か0-

,

'
•柴
闽
埤
士
に
往
づ
て
も
亦*

世
.採
史
.
の
轉
搀
の
必
六
土
性
，が
說.か
れ
る
.が
、•
其
所
說
は
尊
ら.日
本
經
濟
の
發
展
を
略
述
し
て
以.て
，資
本 

'•
'
•^■

義
•の
-否
宛
に
主
力
を
洼
が
れ
セ
。
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一
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に

资

本

生

義
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ー

發

展

咪

今

日 

へ
.

^

史̂

-(
0
' »
豪
起
於
セ
>'
;
:
'
.
日

本

：
£

間
述
^

欠

陷

，暮

徵

命

的

」

^ .
^ :
の
^
& ;
&

办

智
 

精
進
を
數
倍
し
數
十
倍
し
て
坐
淹
擴
充
に
邁
進
せ
ね
，ば
な
ら
#
か
:<
?
聲

，
の

で

あ

る

の
.に
、
誠
.に
淺
念
'な
こ
と
に
、：«

じ
：き

時

哲

作
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導
の
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抬
堪
银
ら
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脚
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'た
^
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の
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自

體
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編
成
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す
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あ
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と
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い
ふ
o

 

C

日
本
經
濟
革
新
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大
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ぼ

本

國

民

_

體

i
.

は
反
づ
ヤ
養
本
圭
義
に
_
入
ね
し
：

」

、
，_
爲
め
，ノ
資
本
^

捉

は

れ

ざ

^

曼
0 

處
サ
名
凝
を
考
.へ，：る
.こ
么
が
行
.は
れ
難
く
な
杉
，
.國
家
の
.目
的
の
爲
に
賽
本
主
_

的

震

を

：丧
费
1>
&

い
、玄

^

'
木
可
«

の
も
办
.

』

^

て
國
家
發
展
；の
逯
釔
講
ず
る
ど
い
ふ
立
場
ぞ
と
ら
_

る
を
得
な
か
つ
た
め
で
あ
る
と
0
'
.
_
, 

,

;/
'
.ヵ
資
#
主
‘義
^

#
自
體
の
發
K
張
則
.ゆ
從
づ
て

：

內
在
的
於^'
層
?:
?
も
育
成
％

る0
.柴
^

^
は

此

處̂

企
^

の

猶

占

低

懷

向

^

指 

:摘
せ
砂
れ
.る 

獨
冱
呔
直
接
又
^
間
接
：に
生
牵Q

制
限
を
坐
み
、
'
:
_
ら

見

込

利

潤

率

の

低

下

を

»

ら
じ
、
_生
康
カ
わ
過
剩
が
恒
常
的
現
.：
 

り
參
教
於
、滿

*:
■お
激
增
也
む
め
：、
：

.
粑

産

擴

'
究

を

求

可

能

が

:̂
:

か

‘

5

^

^

■:
,

丨

，

_

击

が

資

_

并

義

攻

_

ゆ

更

和

猛

烈

で

ぁ

が

。

®

あ

日

く

「

反

動

化

じ

た

冬

終

焉

的

恐

慌

の

へ

過

程

に

踏

^

み

だ

石

資

本

主

義

< D
:

T

に 

で
：は

坐

：藤

擴

_

_

肩

彫

：で

だ

に

資

本

主

義

f

過

：剩

生

_

把

_

':
»

)

山

擠

#

る

資

本

主

_

的

潘

^

"

_
あ
較
1>
;
が

ぎ

か

：が

电

ぁ

务

が

故

^:
、#

私

繼

義

的

澈

叢

制

度

_

所

爾

^
岑
|
左

1"
^

ん
と
す
る
.限
り
> 

1生
產
擴
充
.に
侬
-0
,セ
断
家
<0
1

歡
勝
|:
:

打
_
:す
る
と
い
ふ
が
机
き
事
比
^

ひ
も
及
ば
ざ
る
と
.こ
ろ
で
あ
り
-

生
■
制
限 

こ
そ
が
唯一

の
救
'濟
氣
で
が
る
と
見
え
る
に
至
る
.の
で
.お
名
。」

(

同
哿一

二 

ニ
頁)

ノ

'

- 

所
が
戰
時
下
に
於
て
は
、
資
本
主
齋
拟
丨S

つ
の
.ま

に

奮

寒

足

の

教

化

と

い

ふ

^
^
を
と
つ
て
國
防
國
家
の
體
制
確
立
も
妨
害 

"

€
が
■

解
お
作
^

へ
即
％
費
#

先
義
の
卞
略
於
て
ば
帽
0

不
足
に
困
る
椒
傻
騰
貴
の
.兆
候
_

却
：つ
七

,

て
敵
給
^

^

#

*

_3
餘
要i

產
財
：の
•不
足
あ
■
做

生

* ;

力
t
低
卞
发
t '
i

■
生
義
吖
燊
務
秘
密
菜
義
_说
計
赃
經
濟
を
妨
げ
、 

?* ;
_
家

的

乃

至

龊

引

S

必
要
農
切
充
分
速
迅
速
か
る
擴
充
を
不
可
能
に
、す
^
如文

：」
；

一
本

、
博
士
は
現
下
の
日
.本
の
混
亂
せ
る
銃
制
鹩
濟
^

實
狀
釔
^

9|
に
#

詹
€

ぜ
«

の
#

あ
»

^

^義
^

な
.す
^

タ
け
で
.；居
^;
れ
る
。；：惡

咏

總

で

戴

本

主

_

贊

馨

任

で

^ :0

セ

へ;;
,;
«# ;
^

も
机
ば
'
1
—
正
_

敗
_

歡
セ
^

と
し
て
.、
•ナ
チ
•ス
.治
下
の
镯
逸
.は
決
し
て
資
本
主
義
を
否
定
し
な
い
.許
り
で
な
く
，
典
地
盤
の
上
に
立
1
つ
て
居
る
が
、

.屯
拖
ヵ
の
.獷
充 

:
::
i

歡

つ

て

恐

慌

の

，
悲
»

な
る
^

態
ょ
り
脫
し
た
し
、双
し
て
生
逾
制
限
を
唯
一
，の
策
と
し
た
の
で
は
.な

か

つ

た

。

吾

國

の

資

本

、王

_

は

、 

,,
y
IB
M

出

：ゆ

攛

簸

せ

ら

作

擊

陷

.を

最

初^ '
捺

令

术: M
o ,
.

^

s

$

-

も

.
の

に

し

た

と

い

ふ

論

に

は

罾

ぼ

じ

難

い

。

今

次

蕻

變

前

ま

で

我

國

は

世

界

無

比

の

‘陸

軍

と

海

軍

、と

を

誇

り.
今

で

.も

誇

つ

て

届

る

の

で
 

.
あ

ら

，ぅ

。<

尨

大

な

支

那

大

陸

を

相

手

と

し

て

於

濟

的

に

充

分

で

な

く

な

^

-
て

き

た

か

ら

.
と

い

つ

で

、

^

備

不

充

分

の

實

任

を

资

本

主

義
 

、
谷

：
2

吉

彥

1

新

體

制

の

理

諭

」

柴

田

敬

5

本

.經

濟

革

新

案

大

耦

.
，

〜
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ニ

九

(

一

」

九

)



.
杼
ロ
吉
彥 

1新
姓
解
の
理
詾
^

爪
敬『

ロ
本
鸫
濟
|
親
案
大
辆
，
，

- 

ニ
10.
2

1
1
0

)

1
 

に
歸
す
る
.の
は
芷
し
く
な
^0
-
?
そ
_れ
は
結
艰
論
似
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
ド
イ
ツ
が
今
次
の
大
戰
で
優
秀
な
る
武
力
を
誇
る
と
と
を 

得
た
が
、
之
は
統
制
.さ
れ
た
る
資
本
，主
義
の
下
に
作
ら
れ
た
.の
で
あ
る
。
そ
•れ
が
優
秀
を
誇
り
得
る
の
は
、
薔
し
歐
洲
大
隆
を
支
配
しv 

得
る
.戰
规
を
得
た
か
レ
に
外
&
ら
ず
、
今
後
英
米
を
相
手
に
ど
ん
.な
結
果
を
生
む
か
、
其
次
第
に
•よ
つ
て
ん
、
現
ド
イ
ツ
の
體
制
す
ら 

•或
は
不
充
分
と
な
る
.か
も
知
れ
な
.い
で
.
あ

ら

ぅ.0
唯
自
.由
主
義
を
堅
持
し
た
英
國
^

左
翼
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
の
政
治
的
支
配
，を
許
し
た 

佛
蘭
西
で
國
防
國
家
體
制
の
整
備
が
ド
，イ
ツ
よ
り
お
く
れ
た
こ
と
は
事
實
で
あ
る
が
、
之
は
獨
逸
伊
太
利
に
較
べ
て
の
相
對
的
^-
問
題 

に
ず
ぎ
纪
い
0
現
注
の
0-
本
の
經
濟
的
因
難
を
總
て
資
本
生
義
の
せ
い
に
す
る
柴
田
博
士
の
所
論
は
私
ば
所
謂
る
行
き
過
ぎ
と
考
へ
る
。

谷
ロ
博
士
.に
在
つ
て
は
資
本
主
霧
攻
擊
の
論
調
は
之
に
較
べ
て
遙
に
穩
か
，で
あ
り
、
生
產
力
の
擴
充
上
い
ふ
こ
と
も「

自
由
經
濟
の 

原
則
に
從
.つ
て
或
程
度
に
擴
充
さ
れ
得
る」

し
、
’又
軍
需
坐
®
力
の
擴
充
に
し
て
も「

抽
象
的
に
、は
從
來
の
自
由
經
濟
の
下
に
お
い
て 

不
可
能
’で
は
な
■い」

と一

應
承
認
さ
れ
て
啟
る
程
で
あ
る
。

,
•

「

資
本
ま
義
的
齑
業
制
度
を
不
可
•侵
の
も
(o
'
,と
し
"
そ
の
埒
內
に
於
て
策
を
論
ぜ
ん
と
す
石
限
り
、
坐
產
擴
充
に
よ
つ
て
國
家
の
窮 

狀
を
打
開
す
る
と
い
ふ
が
如
き
事
は
思
ひ
も
及
ば
ざ
る
.と
；

j

ろ」
(

一
一
ニ
頁)

と
柴
田
博
士
は
言
は
れ
る
；■が
、

一
九
三
0
华
以
後
は
除
、
 

々
に
國
民
經
濟
を
恢
復
し
き
た
つ
た
英
國
を
如
何
に
見
る
か
、.「

失
業
は
激
增
し
、民
度
は
高
ま
る
ど
こ
ろ
か
却
つ
て
偁
下
し
社
會
不
安
‘
 

は
深
刻
化
し
た」

(
I 

ニ 

I

冥)

と
博
士
は
い
は
れ
る
が
、J

ツ

は
國
家
縦
制
の
資
本
电
義
で
失
業
者
を
：一

掃
し
社
會
不
安
を
な
く
な 

し
.た
し
、
.
日
本
に
し
て
も
決
し
て
失
業
は
激
增
し
な
い
し
、
民
度
は
徐
々
高
ま
つ
た
で
あ
ら
ぅ
し
、
.私
，は
資
本
主
義
に
對
す
る
博
士
の 

猛
烈
'な
憎
惡
に
驚
く
外
は
な
い
。
博
士
の
憎
悪
は
"
統
制
下
に於

：；b

る
、
人
民
のr

貿
溜
め
や
賫
惜
し
み」

(

一一

七
頁〕

ま
で
資
本
#
 

義
.の
せ
ぃ
に
し
、
M

l

ん
で
はr

支
那
民
衆
を
不
必
要
に
抗
日
遺
り
立
て
、
其
他
の
1

諸
民
族
を
不
必
要
に
日
本
奮
^

し
め
以
て
聖
戰
目
的
達
成
を
困
難
な
ら
.し
め
る
織j 

C..I 一
 V

1
.頁〕

と
さ
ぺ
.之
を
寓
る
始
末
，
ぁ
る
タ
傅
士
：6
:僧
惡
.心
ぱ
#
靜
な
科
學
的
"

態
度
ぞ
朱
は
し
；め
.尨
わ
う
で
あ
る
':
0

”

. 

,
0 

. 

■ 

. 

• 

.

.

. 

V

 

.

溥
士
竑
今
一

§

佌

界

秩^:
は
#

1

き̂

騷

音

金

耷

て

：
、
极

本

か

ら

0 !
潰
1>
始

め
#

办

史

め

鱒

換

が

趄
<>
て

居

る」(

ー
二 
o
頁)

と
篸 

は
れ
る
0
:
:
:
世
界
秩
序
の
'崩
潰
と
は
* 

■
谷
0

博
士
.の

所

謂

；
英

國

支

配
(0
:近
世
資
朱
噬
«

#

6
の
崩
潰
と
同
じ
も
の
'を
意
味
す
る
も
の
と 

察

也

ん

れ

る

が

ご

谷

ロ

缚

の

：說

.監

<

も

述

べ

た

様
：：

に
$
 

へ

各

の

はH十
計
で■あ

ら

う

。
一 

ト

資

本

圭

義

ほ

潰

れ

务

に

钱

？
：
て

房

名

ゎ

げ

^

は
&.
'

か

ら

う

。
へ
賓
本
主
義
の

^

^

1
マ

し
て
が
^:7

$

日
に
室
る
^
で
，百
年
近
次
の
：間^
か
&
か
實
現
各
.れ
&
v>
p
>
-

X.

ぞ
ル
.

：k:(

は
旣
炉
--
*
四̂
瓦
年
、.
"未
脅
^
灯
笨
命
の
勃
_、
 

.發
を
.戮Itb

ひ
：.

其
豫
言
は「

爭
ふ
；べ
か
ら
ざ
る
事
實
、
へ
即
ち'

I

方
ぬ
於
て
ぼ
.膝
史
的
發
展
、
'他

語
し
た
。
.爾
來
百
萍
忙
近
い
：期
間
忙
於
弋
數
度
の
恐
慌
令
戰
爭
を
切
拔
け
て
資
本
主
義
ぽ
榮
へ
て
來
た
0
軚
は
奄
れ
.
が

恒

：
久

的

'
に

繼

續
 

す
る
と
は
考
へ
な
い
；が
、
へ
さ
.ラ
勝
單
に
‘崩
潰
ず
：べ
き
ル
の
：で
な
く
、
又
之
ま
で
人
類
の
文
化
の
爲
に
染
じ
て
來
た
效
績
か
ら
見
て
•今
直 

々
崩
潰
さ
'す
べ
き
も
.：の
.で
故
い
'と
信
ず
る
。
，資
本
主
_
 ̂

シ
ァ
の
國
民
の
貧
困
な
る
生
洁
を 

推
测
す
.る
.に

.0
け
て
：も

.%
1
1
杧̂
資
本
主
義
が
育
成
さ
れ
そ
.來
た
こ
と
を
幸
と
感
ず
る
も
の
で
あ
る
0

:

',
:
.

.翁

ロ

：
博

士
_は
現

；免

の

峩

國

0-
政
治
*外
交
の
無
.ヵ
貧
困
を
爲
塌
治
以
來
：の
：個
人
主
義
や
自
由
主
義
'の
息
赧
、敎
育
1文
，
化

」

べ
の
責
任
、 

と
し
.て
居
ら
れ
る
.が
’fl

七
1

1
.八
頁〕

之
は
0-
本
の
文
化
的
貧
困
の
原
因
を
自
由
主_
、
個
人
主
義
の
本
賢
に
求
め
た
の
.で
あ
ら
う 

か
、
そ
れ
と
も
日^

#

:の
1

義
か
：求
め
た
の
で.あ
ら
ヶ
か
。
私
は
個
人
主
義
や
自
由
主
義
が
今
日
に
至
る
ま
で
の
歷
史
の
上
に
於

. 

て
資
本
生
_
文
：化
を
光
鳅
あ
ら
し*め
た
效
續
の
あ
つ.た
こ
と
.を
明
に
認
め
る
0
博
士
と
て
も
認
め
'ら
れ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
然
ら 

ば

,0
本
個
#
',
<
0.欠
點
.が
1

』

見
な
け
机
ば
な
る
_
い
0
.
.
私
は
日
本
國
民
；の|1
:
會
敎
#
や
坐
活
程
,«
や
低
い
こ
と
に
最
大
欠
陷
が
あ
：る

と
考
人
る
.
0
.
そ
れ
は
何
も
西
洋
流
’の
’
.個
人
主
_
自
，*-
主
義
の
-影
響
で
あ
^
と
^
思
ベ
.な
いo ;

賫
惜
じ
•み
や
買
溜
.め
は
近
代
，的
敎
育
の
.转
’

•
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'X

介
S

.M
彥
フ
新
體
制
の
理
論
し
紫E

敬
-：:!

本
舞
濟
革
新
案
大
網」

■ 

1

ニ
ニ 

(

一
ニ
5

桌

で

、な
く
ノ
德
川
時
代
に
名
在
つ
，た
こ
と

.で
^
な
か
ら
う
か0
.個
入
主
義
の
極
度
に.發
達
し
；た
歐
米
に
と
そ
寧
ろ
賣
惜
し
み
買
樹
め
は

. 

少
.い
::
±
う
.で
は
な
い
か。

、
、
.

.

 

, ■

.

-,
!
へ
資
本
生_

の
崩
潰̂

歷
史
肩
必
然
性
に
關
す
る
批
評
は
と
の
位
に
じ
て
次
へ
-
移
ら
う
。
 

I 

:

谷
：ロ
博
士
は
柴
田
博
士
程
に
資
本
主
義
を
罵
ら
^

い
だ
け
あ
つ
で
、
新
體
制
の
建
設
案
に
關
し
.て
も
比
較
的
溫
健
な
說
を
主
張
さ
れ.
 

る
r

其
著
、の.第
三
編
百
餘M

は「

經
濟
新
體
制j

を
論
じ
て
居
る
が
、■
»

だ
理
解
し̂

い
こ
と
に
は
、
同
じ
樣
な
議
論
が
三
度
も
四
度
も 

繰
返
へ
し
反
管
.れ
、.
徙
ち
.に
紙
幅
を
靖
大
し
て
居
る
の
で|>
つ
た
、

一
節
所
に
詳
し
く
ま
と
め
る.か
，、
重
複
す
る
部
分
を
傲
略
す
る 

，の
勞
を
谱' b
ま
な
か
つ
た
な
ら
ばS

半
分
以
下
：.の
傲
で
.
も
つ
と
容
易
に
通
讀
七
得
る
の
で
'は
な
い
か
と
思
は
れ
る
o
,

.
:
:
;'
.
;
.
1
篇

體

_

就
^
今
日
1
^
|
1
論

◎
的
起
激
办
^
展
篇
點
は
所
謂
へ
為
公
益
優
先&
鹰
理
、'利
撋
配
#
の

制

限

及

至

禁

止

：
め
_

題 

そ
れ
か
ら
企
i

體
と
企
業
家
の
地
位
の
問
題
で
あ
ら
う
タ
此‘三
つ
は
何
れ
も
相
互
に
密
接
な
關
係
の
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
先
、づ
順 

序
と
し
て
公
益
優
先
のM-
理
か
ら
述
べ
て
.ゆ
か
う
.0

、

.谷
旧
摊
士
は
第
三
編
の
最
初
に
次
の
如
く
說
か
れ
る
。「

公
益
：は
私
益
に
，優
先
す
る
と
い
は
れ
る
ド
ィ
ツ
.の
新
體
制
は
、
ま
だ
-
^
拭
ノ 

益
を
是
認
し
、
公
益
と
矛
盾
せ
ざ
る
肫
圍
の
私
益
を
求
め
る
點
で
、
日
本
の
新
體
制
と
し
て
は
不
徹
底
で
あ
る
。
日
本
の
新
體
制
の
：迦 

，念

と

し

て

は

、
私
益
に
代
ふ

-る
に
公
益
を
も
つ
て
し
、
公
益
主
_
の
經
濟
！

g

制
を
確
立
す
る
に
あ
；̂
。私
益
ば
結
局
に
お
い
て
公
益
に 

宴

す

.
f

い

ふ

集

，.
Q

P論
的
假
卺
、
今
日
Q

_
に
於
て
、
餘
り
に
も
明{

E

に
そ
の
議
を
暴
露
し
た
か
I

あ
る」

.(
一
四

；： 

七
1
.
1
,
四
八
頁
>
と
。

：

• 

, 

■ 

ノ 

.

,
.ゝ
私
益
逍
求
が
公
益.と
.
一.致
す
备
と
い
ふ.
^

技
な
«

^
國
家
<0
穂
：.
々
，
な

各

方

法

ャ

私

人

<0
行

爲

を
 ̂

.

る
に
至
り
雀
め
'1
f

の
經
濟
活
動
を
與
银
姻
消
的̂
委
せ
ギ
許
す
免
达
を
承
認
ム
免
な
く
な
つ
た
の
.
で
.
あ
る
。
，此
點
、に.於
て
私
益
，
 

^

公
益
に
術
突
す
る
場
合
が
多̂
龙
夕
た
の̂

公
益
礙
洗
金
提
福̂

冬
必
赛
が
起
つ
た
の
で
あ
る
と
秘
は
考
へ
る
。
つ
ま
り
私
益
は
：

し
、
私
益
に
；代
夸
に
公
益
交
以
て
す
る
公
益
生
義
?:
:
-生
.張
す
.る
如
ぎ
は
、
過
激”
で
あ
づ
て
展
意
を
無
視
す
る
冬
の
，で
^

冬
と
私
.は
货
へ 

る
0

. 

. 

, 

. 

• 

,
• 

•

*

元
來
私
益
を
全
然
否
定
し
.ズ
お
い
て
、
公
益
な
ど
あ
ら
.ぅ
锫
杜
な
^

で
は
な
V

か
、
‘日
本
國
戈
を
皆
廣
困
.の
ぞ
ん
底
に
お
と
し
；い
れ 

そ

徊

の

公

翁

と^

へ
：；
よ

ぅ

：？

%

:«
次
*

の
：
御

晋

ょ

り

、

.
民

：
の®

の
賑
ひ
と
そ
は
讓
の
_

む
所
で
あ
り
國
家
を
富
ま
す
所
以
で
は
な
い

>

で
あ
名
。
私
猫
の
爲
に
人
.々

を
#

か
し
.て
掘
^

の
»

滁
_

計
る
4

い
ふ
新
體
制
、と
そ
新
體
制
た
る
ね
ぅ
ち
が
あ
る
':
°

»
防
國
家
め
建 

.設
の
爲
矿
現
在
、
私
溢
:<
0
抑
制
.が
必
要
で
お
る
こ
法
は
_

論
判
‘つ
て
居
る
が
、
政
府
>

し
て
必
要
な
ヒ
と
は
、
_葡
制
の
下
に
淤
ヤ
私 

.益
と
公
益
とが

！，

放
す
名
檨
為
機
,

を
注
み
出
#

で
と
'で
：あ
る
。

.

' 

,

:
■

: 

_

パ
兔
：ロ
傅.
#■

は
す
.で
に
'
'® .
:日
：
^

る
'の
で
试
な
い
。
艰
益
活
動
を
し
て
ゐ.る
の
讨
却
，つv

二
部
少
數
の
賓
本
家
階
級
に.過
ぎ
な
.い」

(

一
四
八
頁〕

と
，碧
か
亂
暴1

は
れ 

尨
#

重
恥
洸
法
.

名
％
挪
#

纖
ぐ
令日

： #

數
*

恝
癒
泯
：め
農
應
獾*
_

或
沛
場
：に
巢
り_
.
薩

場
^ '
.

;

^ル
^

と
寬
ら
取
る
で
あ
ら
ぅ
か
。
.統
制
價
格
め
.
.不
備
犯
.乘
じ
て
、.
'ょ
り
多
く
儲
か
る
所
へ
，商
品
を
配
給
す
る1

般
生
產
#

商
人
の
'態
度
を
何 

;
:
,
占
晃
ら
#
务
か
'>
:0

嚴
_

適
隹
收
#

ず

：各

名

數

め

官

逸

吏

: %

柯
と
竟
ち
4

_

<

;國
響
育
衫
天
降
洛
官
吏
^
苦 

宵
涴
で
も
萆
人
で
も
照
酬
妁
ょ
如
方
£

知
方
ょ
り
ょ
い
で
あ
ら
ぅ
？
自
分
炎
け
不
遇
で
他
が
^

§

名

仉

た

ら

不

带

亦

滿

で

あ

ら

：ラ

0
. 

'
俗
ロ
或
彥
n
p體
制
I

病
翁

物
：
敬

r

日
本
經
濟
捧
讓
大
祸
ト

，： 

.
:
u

m

 

_
v
:
x
s
^
>
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-
i 
..y'..-i%r,I

谷
ロ
省
彥
1新
雜
制
の
‘
„

堵
|0
敬
1日
本
鸫
濟
苯
新
案
太
辋
レ
” 

1
1

一
四
-

(

二】

四) 

之」
こ
そ
私
益
追
求
の
欲
情
の
內
に
僙
ん
で
居
る
こ
と
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
で
は
な
い
か
。
企
業
家
が
其
努
力
如
何
に
ょ
つ
て
利 

潤
を
多
く
あ
げ
得
る
她
位
に
あ
^
か
ら
と
^

つ
て
、「

一

部
少
數
の
，資
本
家
階
級」

だ
け
が
私
益
を
追
求
し
て
居
る
と
漭
へ
名
の
.は
、
如 

何
ft
：
も
偏
見
で
あ
る
。

* C 

. 

' 

.

柴
田
陬
土
の
此
點
に
關
す
る
所
戠
は一:

寸
妙
で
あ
る
。：
冼
づ
從
來
私
利
私
欲
を
目
指
し
て
活
動
し
て
居
た
企
業
家
は
、
、其
故
に
新
體 

制
下
に
於
て
企
！f

家
た
る
資
格
を
認
め
ら
れ
な
い
。
即
ち
日
く「

併
し
私
利
私
愁
を
指
導
原
理
と
し
で
活
動
す
る
こ
と
が
全
體
の
利
益 

に
反
す
る
様
一
に
な
つ
.て
見
れ
ば
事
情
は
與
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
即
ち
今
日
と
な
つ
て
見
れ
ば
、
私
利
私
鐵
に
最
も
役
立
つ
.樣
良
企
業
遯 

營
を
爲
し
得
る
能
力
を
有
す
る
や
否
や
を
標
準
と
し
て
、
企
業
の
指
導
盏
を
選
定
す
る
こ
と
は
許
さ
•れ
.な
い
。•

し
て
見
れ
ば
資
本
家
に 

企
業
指
導
の
任
免
を
委
ね
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い」

.

(

四
頁
；>
o柴
田
博
士
は
一
企
業
内
の
勞
働
者
キ
社
^
や
監
督
磯
關
等
か
ら
な
る 

r

理s
w
i
j

と
、
上
級
企
業
圃
た
る
座
業
指
導
機
關
を
し
て
企
業
指
導
漭
を
選
ば
し
め
る
の
が
ょ
い
と
提
案
さ
れ
る
.0
ヒ
ぅ
し
て
於
め
衣 

上
で
統
制
法
に
，違
犯
し
た
ら
厳
罰
に
處
す
る
と
脅
か
す
な
ら
ば
、「

企
業
指
導
者
は
飽
く
ま
で
產
報
精
神
と
し
て
精
進
す
る
に
至
る
で 

あ
ら
ぅ」

0
五
寅
_

)

と
.樂
觀
し
.て
居
ら
れ
_る
0
,
:
.
.
, 

/
. 

J
- 

■

.

. 

.

.

. 
•.-
■
••-•••
 

• 

-• 

•• 

• 

• 

T 

•
• 

• 

r 

• 

• 

• 

•
•
'
•
•
.

ご.
.
.
.

」
，
.
.
.
.
.
.
.
.
. 

• 

*

博
士
は
斯
槺
に
明
か
に
從
來
の
資
本
家
の
私
利
私
慾
を
否
定
す
.る
の
で
あ
る
が
，、
今
度
は
新
體
制
の
企

i

導
家
や
勞
働
者
の
ハ
私
愁
，
 

追
求
は
承
認
せ
ら
；

4

る
の
で
あ
る
。
私
が
先
に
妙
と
い
つ
た
の
は
こ
、
で
あ
る
。
即
ち
博
士
の
日
く「

私
愁
に
發
す
る
人
.の
活
動
を
全 

面
的
に
堠
止
め
た
の
.で
は
、
今
日
の
新
經
濟
は
萎
縮
す
る
だ
け
で
あ
る
。
從
つ
て
當
分
の
間
に
、
尨
慾
に
發
す
る
人
の
活
動
は
之
を
全
：
 

面
的
に
裉
止
め
る
ベ
.^
で
は
な
い
。
即
ち
ょ
り
良
く
齣
い
た
者
に
姑
ょ
り
良
い
結
规
が
與
へ
ら
れ
る
と
い
ふ
制
度
は
ノ
即
ち
利
潤
配
當
へ 

の
制
.度
は
之
を
無
間
に
抑
跑
.す
べ
き
で
は
.な
く
、
或
程
度
之
を
#

M
せ
ね
ば
な
ら
ぬ」

(

六
頁)

と
。
博
士
は
、
斯
様
に
利
潤
を
'認
め
る 

が
、
>0
1
.睁
に
之
を
傳
門
的
國
家
的
查
定
忙
附
し
齑
報
精
神
杧
沿
ふ
も
の
で
ぁ
る
場
合
に
限
ら
ぅ
>
す
る
の
で
ぁ
名
0
資
本
家
的
企
業
家
；

’の

場

合

ぬ

篇

故

此

丈

け
0

.2
1

ぶ

：
を

許

し

て

や

づ

.

て
は
な
ら
ぬ
の
セ
あ
ら
ぅ
か
。

, 

> 

;

■
■:;
'
'ー
博
士
.ば

醫

31
勞
務
者
に
は
利
潤
め
配
腎
を
爲
す
べ
#

#

^
提̂
寒
せ
ら
れ
る
-0
そ
ぅ
す
れ
ば
.、「

經
濟
計
畫
屹
從
つ
*

公

：
正

；
な

.
方 

:法
ゼ
働
け
试
，「

働
_

國
家
；の
爲
駕
な
り
、
同
時
に
働
.^
#
人
の
爲
忆
も
な
る
-L
i
_

(

八
頁〕

と
。
博
士
は
勞
|

の
私
益
通
求
を
利
用
し 

て
公
益
堦
進
を
»
ら
ん
，と
せ
名
れ
る
.の
，で
あ
ら
ぅ
？

其
趣
旨
は
至
極
尤

'%
で
筆
者
卷
常
々
か
も
奪
へ
.て
届
る
所
で
あ
る
0:
が
そ
：れ
は
特 

に
新
體
制
‘の
趣
旨
で
も
何
で
も
な
い
當
然
の
こ
と
，な
の
：で
あ

.つ
て
、
資
本
主
義
の
社
會
で
も
、
賞
與
と
か
手
當
尨
ど
の
形
式
で
一
部
分 

實
行
さ
れ
セ
居
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
.の
で
あ
る
.0
,

/

;:
フ

-

惟
ふ
に
柴
田
博
士
は
、
•資
本
に
配
當
す
.る
，利
潤
を
不
勞
所
得
と

-し
て
非
難
せ
ら
れ
る
.樣
で
あ
:^
が
、
又
之
を
全
的
に
廢
止
す
る
こ
と 

を
ば
不
•得
策
と
考
へ
て
居
ら
れ
る
ら
し
い
。
、即
ち
日
く
、「

新
し
い
企
業
體
制
の
下
に
於
て
は
、：

企
業
指
镎
者
選
出
’の
權
吧
ゑ
利
潤
配
當 

に
與
る
樯
限
と
を
資
，本
か
ら
奪
ふ
こ
と
に
な
る
：の
で
あ
る
が
、,.
斯
く
す
る
の
は
決
し
て
，資
本
そ
の

^
.の
.や
資
本
家
を
棑
擊
せ
ん
が
爲
で 

な
い
。
資
本
を
增
せ
ば
增
す
程
生
產
力
が
增
す
こ
と
は
疑
ふ
べ
か
•ら
ざ
る
法
則
で
あ
る
。
斯
く
し
て
增
し
た
る
生
產
力
の
一
部
を
資
本 

m;
歸
す
る
.の
.は
當
然
で
あ
る
;0
勿
論
、
其
事
は
正
當
な
る
所
得
の
吖
か
ら
蓄
積
さ
れ
る
资
本
を
辯
護
す
る
理
由
に
な
ヵ
得
、る
だ
け
で
あ 

‘つ
て
、
_

所
有1

般
殊
に
旣
存
.の
資
本
所
有
を
全
面
的
に
辯
護
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
。
併
し
、
一
兀
來
過
激
な
る
手
段
.を
用
ふ
る 

こ
と
な
く
，
.歷
史
の
轉
換
を
行
ふ
！
こ
.ろ
に
我
國
.の
特
長
の一

つ
が
あ
る
。
此
特
.長
は
我
國
の
成
長
；に
役
立
つ
.て
来
た
も
の
'で
あ
り
、
 

今
後
も
役
立
ち
得
べ
き
も
め
で
あ
る
か
ら
大
い
に
之
を
守
h
育
て
ね
ば
な
ら
ぬ
。
伽
之
現
在
の
如
き
內
外
の
.情
勢
の
下
に
於
て
は
過
激 

な
る
變
化
.は
國
家
を
危
地
に
陷
れ
る
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
資
本
を
今
日
極
端
に
排
擊
す
る
と
と
は
誤
り
で
あ
つ
て
、
今
日
配
當
金
と 

し
て
與
へ
ら
れ
て
居
る
額(

但
し
斕
占
利
调
カ
至
不
、正
利
得
把
基
;<
名
の
を
滁
く〕

に
遠
か
ら
ぬ
位
の
も
の
は
之
を
利
子
と
し
..て
資
本
に 

與
へ
る
べ
き
で
あ
る」

と
o ( H

ハ
丄
七
頁) 

ノ
 

/
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新
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理
餚
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日
本
艏
濟
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ノ

之
に
據
つ
て
觀
仉
ば
ノ
今
旧
過
激
な
手
段
を
と
っ
て
は
い
け
な
い
か
ら
、
配
當
金
.は
、
利
子
と
し
て
國
家
が
保
、證
し
で
資
i

に
與 

へ
よ
;^
い
ふ
菜
古
解
さ
机
.
1。
.
.
そ

し

，て

七

，
れ

-

以
上
の
.利

|^
が
4
れ
ば
*
,
,從
業
肩
勞
働
者
に
之
を
配
當
し
、
彼
等
.の
私
利
私
慾
を
刺
戟
し 

よ
2

考
へ
て
居
ら
れ
t

の
と
解
さ
れ
る
。
，

：

.

、
.

_

„

」

■
■ 

.

、
 

、
■

柴
田
博
士
は
、.鍵
に
指
摘
し
た
様
に
資
本
主
義
を
思
ひ
き
っ
て
惡
駕
じ
、'
_資
本
生
義
•こ
そ
は
聖
戰
_
的
達
成
灰
田
難
な
ら
し
め
る
癌
‘ 

で
■あ
る
と
い
ひ
、
パ
癌
の
病
蕺
は
世
界
的
危
機
.の
進
行
に
つ
れ
て
日
本
を
愈
々
危
地
に
.陷
入
れ
る
べ
.く
作
用
せ
ず
、に
は
お
か
な
い
か
ら
、 

骑
藥
療
法
に
迷
は
な
い
で
今
の
中
に
剔
出
¥.
術
を
1
ろ
と
.言
は
れ
る
が(

:r1.-

一•頁〕

、今
こ
S
で
は
過
•激
な
手
段
を
避
け
よ
と
言
は
れ
、 

利
潤
配
當
を
國
家
に
^

^
せ
し
め
た
り
、
新
體
制
の
企
業
家
と
、勞
働
者

を

私

利

私

慾

.で

釣

っ

.て
行
か

う

と

す

る

衆

を

提

出

せ

ら

れ

る
の
. 

で
あ
る。
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' 
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-

‘ 

’ 
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' 

ぐ

、

,

:
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.

私
せ
資
本
主
義
を
否
定
し
な
い
.で

ィ

人

々
：
の
私
益
追
求
心
を

.原
則
と
し
て
認
め
•る
こ
と
が
、
新
體
制
で
も
許
さ
る
べ
き
.で
あ
る
i
考 

へ
る
。
-:
唯
，之

を

各

人

の

悉

意

に

任

し

，て
處
分
せ
じ
め
る
こ

^
が
許
さ
れ
，な
い
の
で
あ
る
。
：
新
體
制
以
前
に

.於
て
も
國
家
は
勿
論
人
の
恣
. 

意
•を
許
さ
ず
時
應
.じ
て
監
督
抑
制
I 

f
た
!:
0
が
そ
れ
は
金
體
A

し
：
て

の

經

濟

の

進

.
行

を

.'
定
方
向
に
指
導
し
，て
行
か
う
と
す
る
意 

圖
が
ら
生
れ
た
も
の
セ
為
く
’
い
は
^
對
症
療
法
的
で
あ
っ
た
。
が
今
は
そ
れ
で
は
間
に
合
•は
な
い
。
長
期
の
戰
认
で
多
大
の
物
資
、
ス 

勞
カ
を
.消
耗
し
、■然
も
猶
咳
周
圍
を
：か
こ
；
^
敵
性
國
家

に

對

抗

七

て

國

防

國

家

を

建

設

し

よ

う
と
か
ふ
必
，要
.が
目
前
に

&

っ
て
居
る
o' 

.で
耖
；る
^

»
§

囊

生

籤

.の
：必
趣
を
嵐
ポ
經
濟
を

^

^
に
指
繳
沈
务
必
耍
#
;#
>
る
か
で
：
あ
る
ぼ
^

は
^
勝
*'
ホ
.
ば
計
*g

软
指
導
か̂

^

:

的

教

そ

れ

か

：
に
^

る
：：

の

尨

彰

卺

V
.
:

而
し
て
計
畫
的
横#
の
爲
に
.寒

生

否

'^
:
ず
為 ̂

と
は
；

S

ら
ぬ
.と
思
ふ
：。
：
否
な
此
靡
業
秩
序
の
方
が
未
だ
な
ほ
他
の
如
何
な
る
龜
業
秩
序
に

も
0
P
て
生
淹
力
の
擴
充
に
適
す
る
も
の
^
 

思
ふ
°
要
は
指
導
の'カ
と
其
方
法
如
何
に‘ぁ
る
。"
，
今

日

の

所

_

ま
で
'
.>
:
ィ
ッ
：
で

」

は
指
韓
が
成
功
し
、
我
國
で
は
®
亂
し
て
居
る
様
に
見
え

;5
の
は
、
ー.
つ
に
は
其
谪
史
的
條
件
の
和
.違
、
ニ
つ
に
は
指
^
の
巧
拙
に
あ
る
と
考
へ
る
。

> 

.
—

.

樂
田
陳
;d
b

_
裳
刹
潤
論
め
結
|

ル
ズ
次
0
樣
.に
*
1は
#

^「

_

#
变
存
置
す
涔
の
は
.大
衆
0
追

覺

，
の
，
度

が

未

だ

そ

れ

を

氣

要

 ̂

し
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
大
衆
I

I

舞
t

s

働
い
た
か
‘ら
餘
計
め
報
酬
I

'
求
3

と
い
.ふ
こ
と
.を
サ
モ
シ
ィ
こ
と
、
感
タ 

る
や
う
に
な
-る
哀
つ
れ
、
利
溯
の
制
度
は
廢
止
さ
る
べ
き
で
あ
り
，
斯
か
•る
自
覺
に
一
歩
で
.も
近
付
け
る
や
う
に
今
日
か
ら
常
に
努
力 

さ
る
べ
き
.で
あ
る」

〈

九
，

頁
：}

と
。
如
机
に
孓
高
遠
愈
說
で
‘あ
る
が
ゝ
特
殊
の
儉
理
的
又
は
社
會
的
^
咱
的
の
爲
^
す
る
行
動
を
除
い
て
、
 

今
日
に
至
る
ま
で
ニ
般
大
衆
は
、
努
力
に
比
例
し
た
報
酬
を
貰
ふ
と
と
を
サ
モ
シ
ィ
經
濟
行
爲
な
ど
V
考
へ
‘た
こ
と
は
な
い
の
.で
^
な

1 

か
ら
う
か
。
し
て
見
れ
‘ば
如
何
に
敎
育
し
て
も
,*
之
を
サ
モ
シ
ィ
と
考
へ
る
や
う
に
な
る
の
は
ま
ず
空
想
的
な
將
來
の
時
に
於
て
^
あ

-

. 

• 

• 

: 

• 

.

.

.

. 

I 

- 

-
• 

.
/
•
. 

•

«•
.
* 

.
- 

. 

•

;;
.
-
• 

■

•
 

V 

- 
•■■
 

■.
 

<•
. 

• 

、
' 

.

.

.

. 

;
•
-
•
•
•
. 

.

.
•
.
’

. 

.

.

.
-
•

;'.

.
こ
.
-
..... 

+
J'
:

.

.

.

.

.
• 

.

.

. 

- 

• 

• 

V 

r-i. 

.

• 

.
- 

•
•
•
•
•
-
. 

.
,
-

(•
. 

.

.
•
.
•
.
%
.

ら

う
'0
，
 

T 

パ.
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谷
ロ
傅
，士
は
斯
様
な
空
想
的
時
代
を
新
體
制
に
望
ん
で
，
居

^
れ
ぬ
。
否
な
正
反
對
に
サ
モ
‘シ
ィ
報
酬
經
濟
の
確
立
を
新
體
龢
の
爲
に 

主
張
^
.̂
'
れ
名
•^
來
资
务
タ
_郞
冬
0

«

篇̂

制

:^
驚

理

蜜

響

の

ー

簸

得

を

貝

的

ト

ザ

名

.營
抓
雜

的
1
す
名
奉
仕
經
濟
を
確
立
す
る
に
あ
る
。
併
し
經
濟
理
念
と
し
て
の
奉
仕
は
、
倫
理
，觀
念
と
し
て
の
.無
償
奉
仕
を
意
味
し
な
い
。
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:

>か
に
新
體
制
で
■も
奉
仕
に
.對
す
る
，報
酬
は
興
へ
-ち
れ
ね
：ば
な
ふ
ぬ
。
こ
の
意
味
で
は 

> 
奉
仕
經
濟
成
ま
た
報
酬
經
濟
と
い
っ
て 

も
差
支
へ
な
い」

(

.

四
九
頁〕

，

;

-

:
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-I
H
に
博
-
^
說̂
か
車
-名
洳
く
、
從
來
の
營
利
經
濟
に
於
て
は
、
利
潤
.は
！
^

報
酬
的
性
貧
を
有
'せ
ず
、
文
ぞ
CO
-
勤
勞
に
比
す
べ
く
あ 

ま
り
に
i

大
な
場
合
が
多
か
言
。
へ

i

九
頁)

營
利
經
濟Q

本
質
的
#

は
博
士
の「

價
ぎ
丨
生
囊=

利
潤」

れ 

ノ：る
:-
;0属
油
淑
泛
に
對
^
灌

經

^
の
^

|
沭
1

裏

屮

：_
潤」

ル
_
将
の
_
式
を
霞
钯
右
れ
ん
^
ず
る
彳 

I 

定
の
1

は
坐
產
費
に
|1
加
さ
れ
.て
、
價
格
の
構
成
要
素
と
1《

て
，
來

る

、

ど
こ
で
は
^:
は
利
潤
で
が
つ
て
も
、
尾
實
は
賃
銀
と
同
じ
ノ

,

咎
ロ
，
吉
涔

「

新
將
制
の
理
論.1傾
{{
]
敬「

ロ
本
經
濟
茶
新
案
大
辋』

f

一
二
七

C
1

ニ
七〕

.
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田
敬
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本
舞
濟
革
新
案
大
耩•-
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二

八

a

 
二
八〕

.性
格
を
も
つ
て
來
る(

J

五
〇
頁
；}。 

.

谷
P
傅
士
の
公
式
に
據
れ
ば
、
利
潤
は
餘
剩
價
値
た
る
利
潤
の
本
質
を
失
ふ
。
利
潤
と
い
ふ
名
は
留
め
ら
れ
て
も
其
實
質
は
伊
在
を 

资
觉
さ
れ
る
.こ
と
に
な
る
。
&
士
は
資
本
に
對
す
る
利
チ
の
存
，在
を
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ふ
、(

一/
五
0
M.
-)

利
.子
は
正
當
な
る
報 

酬
と
解
し
V

I
れ
る
の
で
I

ぅ
。
從
？

業
の
利
益
配
當
,

，
利
.子
Q

f
と
り
、
利
潤
は
企
|

に
對
し
て
支
拂
ふ
べ
き
賃 

銀
';
!
/至
手
數
料
の
み
に
制
限
せ
ら
れ
る
こ
と
に
.な
る
。經
濟
學
上「

純
利
觸」

と
呼
ば
れ
る
部
分
は
配
當
禁
止
に
で
も
な
る
の
か
ど
ぅ
が
、
 

‘此
點
、
博
士
の
.說
は
明
瞭
で
な
い
。
投
下
資
本
に
對
し
て
利
子
の
み
6
配

當
を
許
す
，の
か
、

ー
定
制
限
の
下
に
於
ズ
科
鄉
；
の
配
當
を
も 

許
す
の
か
。

一
般
投
資
家
を
も
企
業
家
と
見
て
利
潤
の
配
當
を
許
す
な
ら
ば
、
そ
れ
は
博
士
の
報
酬
主
義
，に
悖
る
し
、
實
際
の
企
業
擔 

當
者
に
の
み
手
數
料
と
し
て
一
觉
の
ノ
？
目

>

利
潤
を
許
す
の
な
ら
ば
、「

生
產
費
+
利
潤=

價
格」

は
意
味
を
.な
さ
，な
い
。

蓋
し
利
潤
は
利 

潤
で
な
く
命
業
經
營
者
の
賃
銀
な
の
で
あ
る
か
ら
、「

生
産
費=

慣
格」

と
す
る
の
が
正
し
い
か
ら
.で
.あ
る

。

.傅
士
は
企
業
家
に
對
す
る
報
酬
丈
け
を
定
額
と
し
な
い
で
資
本
額
に
對
す
る
▲一
 

定
率
と
き
め
て
か
、
つ
て
居
ら
れ
る
が
、
其
處
に
か 

ら
く
り
が
あ
る
。
企
I

の
勞
働
に
對
す
る
報
酬
允
ら
ば
、r

宛
額
で
よ
い

の

で

あ
つ
て
、
投
下
資
本
金
額
に
對
す
る
一
定
率
を
之
に
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支
拂
ふ
必
要
は
な
い
普
で
あ
る
。
又
若
し1

定
利
益
率
の
名
に
於
て
生
産
費
の
中
に
含
ま
せ
る
こ
と
を
國
家
が
規
定
す
る
な
.ら
姑
、
そ 

れ
，は
布
場
利
率
に
等
し
く
な
く
て
、は
'な

ら

ぬ
酱
で
あ
り
、
若

し

普

通

利

率

以

上

の

利

益

率

の

高

さ

を

許

す

な

ら

ば

、
そ
れ
は
國
家
の
利 

潤
褓
證
に
外
な
ら
な
い
。

.

- 

-

,

■私
は
、
.利
潤
の
预
當
を
制
限
.す
る
趣

旨

は

了

解

で

き

る

け

れ

ど

^
、
之
を
3賃
銀
化」

す
る
こ
と
は
反
對
.で
あ
る
o.
上
に
指
摘
し
た
售 

に

，
，
博

士

：
の

說

は

純

1

を
認
め
て
居
る
樣
な
居
な
い
樣
な
.奇
妙
な
も
の
で
あ
る
が
、純
利
满
は
兎
に
角
之
を
承
認
せ
ね
ば
い
け
な
い
。 

資
本
主
義
經
濟
に
於
て
、
生
産
力
發
展
の
播
進
力
を
爲
す
も
の
と
し
て
利g

の
存
在
'は
是
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
純
利
潤
は
其
性

質
上
決
し
.て
勞
.力
.に
對
す
.る
報
酬
で
は
.な
い
，が
、
國
民
經
濟
的
に
頗
る
重
要
.な
る
役
割
を
果
す
も
の
と
し
て
其
意
義
を
認
め
ら
れ
な
け 

れ
ば
な
ら
ぬ
.
。
.
：

^

て
痛
巢
ゅ
患
れ
菸
授
機
風
惑
や
特
殊^

賺
狀
態
或
钛
獨
辟
等
め
蒸
義
取
で
な
免
限
次
叛
^

:

^

ふ

籼

坐

：產
眇
擴
霞
に
：̂'
鹿
率
槽
進
設
雜
^

ふ

豫

め

增

大

ヒ

歲

麻

義

龙

粢

^
ま 

.れ
を
&
灰
^

〉

.*
を
尤
妁
构
觀
细
1-
战
き
'も
戏
で
.ぁ
各
。
_
;ニ
_

勞
働

個
人
的
消
嘗
的
の
禽
に
：其
堠
飢_

を
使
：里

茶

の̂

〈

そ
_

也
き
»

敖
敏
れ
ぼ
&

ぢ
ぬ
'0

衡
故)

馬

■ 

低
氣
唉
®

暇
^

る̂

&

^
寧
芬
爾
加
科
观
の
捷
途
そ
國
家
：疆
定
ず
芩
こ
&

琀
そ
5 £

當
^

あ
货
，
漢 

柴
田
.陴
士
は「

貯
金
强
制
を
行
へ
ば.資
本
は
容
易
に
動
員
出
來
る

」
(

七
货)

と
頗
る
單
純
な
考
へ
方
を
し
て
居
ら
れ
る
が
、
.決
し
.て
そ 

ん
*

簡
# .

藤
ゆ
私
奴
&

移

る

o

_

*

◎窨

營

其
1

^

^
要
1

谷
：源̂
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'
リ
ー.
::
:

：':
-
:
:
.
リ：
，
：
.
.

一.
_

ロ
| #

士
1

柴
田
博
壬̂

ぃ
篇
、爾
革
新
ぬ
：爲
於1

免
敦
も
.：
：
新

體

刺

が

そ

れ

^

お
ら
れ
名
の
で
あ
る
か
ら
、
.無
暗
と
利
潤
を
制
限
す
る
こ
と
.に
頭
を
惱
さ
ず
に
、
增
加
利
潤
を
國
防
國
家
建
設
に
役
立
っ
樣
に
指
镩
す 

る
途
：を

研

究.せ
ら
る
•べ
き
で
あ
.ら
ぅ
ど
私
は
考
へ
て
居
る
。
.例
へ
ば
我
國
の
輸
出
商
業
'の
如
き
可
及
的
多
額
を
得
て
も
之
を
賞
識
.こ
そ
' 

丈
れ
费
：々
#
篇

的

.
ど
■
排
«
讓

ペ

痊

ゼ

絮

が¥

5
ぜ
5
蓄
積
ぬ
爲
に
ず
る
&

^

谷

ロ

博

击

著

巻

_

四

貢

•利
潤
'を
利
子
化
し
、
.其
配
當
を
國
家
が
保
證
ず
る
が
如
き
方
法
を
と
れ
ば
、
，當
然
價
格
の
公
定
が
問
題
に
な
っ
て
t
尨
け
れ
ば
な
ら 

.ぬ
：。！;

-

柴
眈
1

ば
此
.點
褪
め
.
§

單

：ー

髮

み

檬

；
£

ー
ー
衝
れ
#

0̂

即
ぢ
求
^

&
の
魏
を
見
尤
^
價
格
家
が
勞
賃
を
或
程
度
1

 

が
ら
進
ん
で
行
く
と
い
.ふ
.方
法
を
と
る
こ
と
に
依
.
.って
«
實
上」

(

五
九
頁)

'評
蕺
經
濟
が
'實

行

出

來

る

ど

考

べ

て
.、

國
家
の
力
.に
依
-っ 

谷
ロ
古
彥「

新
體
制
：の
理
論
^
.

e

敬「21

本
鸫
濟
本
新
案
大
親
' 

<. 

i
.
u

九

a

 (

ニ
九)

‘
.
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i

1ー5 -(

一
 

一一j
d

) 

•て
傲
糌
怜
此
令
を
實
施
し
'ノ
個
々
め
場
合
、に
つ
い
セ
停
止
價
格
と
生
糜
費
と
の
.差
の
、不
合
现
を
爵
家
へ
ぬ「

上
納
金J

又
は
®
家
’よ
、り
の 

,

「

補
肌
金
1
£依
つ
.
て

修

正

し

て

ゅ

、
か

3-
と
考
へ
て
居
ら
れ
る
o
‘即
ち
例
へ
，
ば
不
當
の
獨
占
利
潤
を
含
む
惯
格
は

.、1

部
-分
上
.納
金
と
し 

て
掛
朦
べ
■蔑
引
^
れ
、•反
對
に
不
當
に■廉
く
見
積
ら
れ
た
價
格
に
は
國
家
か
ら
補
助
金
が
補
給
さ
れ
各
。

.

：
：，

.

V

ハ
仓
ロ
隊
士
.に
よ
れ
ば
、
.新
體
制
の
‘價
_格
は「

需
給
關
係
に
關
係
な
く
ノ
決
康
費
に
利
潤
を
■加
へ
て
決
觉
さ
れ
る
J
O (

一
 一.l

一八
頁〕

能
つ 

ノ
て

「

と
の
場
合
に
は
謂
は
.ゅ
る
^
格
機
權
に
^
ど
'づ
へ
く
經
辨
の
自
律
性
は
否
定
さ
れ
て
ゐ
る
，0
價
格
.の
騰
落
に
上
つ
て
數
量
の
.僧
減
を 

ぃ
來
た
-L
、
數
量
の
增
減
に
依
つ
て
價
格
の
落
騰
を
來
灰
す
と
い
ふ
機
構
は
、
公
定
價
格
.と
數
量
銃
制
と
に
上
つ
て
否
定
せ
ら
れ
、
.
«
格 

は
俱
格
と
し
て
、
數
fr
は
數
量
と
し
て
獨
宂
に
規
矩
さ
れ
各
こ
と
\
な
る」

(

ニ
ニ
九
頁)

。

.

.

•之
に
"よ
つ
て
見
る
.に
、
爾
陴
士
に
.と
つ
て
共
通
，な
匕
と
は
、
.
1、
公
定
價
格
は
生
淹
費
に
，一.致
す
べ
き
.こ
士
、
ニ
、
需
給
關
係
を
無 

視
し
て
公
忠
也
ん
れ
る
：̂
ど
で
を
;1
兩
博
士
共
其
理
由
乃
至
必
要
を
詳
し
く
說
•い
て
お
ら
れ
ぬ
の
で
^
論
據
が
は
つ
き
り
し
な
い
。

*
_
荪
$:
;
し
て
言
は
し
.む
れ
.ば
、
兩
陴
士
に
於
.て
弗
に
坐
產
费
の
.意
味
が
頗
，”る
.
不

，
明

瞭

で

ぁ

る

o
-

即
ち
利
潤
の
意
味
の
瞹
昧
さ
か
ら
：生 

-■&抵
の
‘的
寐
が
不
明
瞭
に
な
る
0
.柴
田
陴
士
は
骤
に
'
利
澗
を
--
-
:
'
部
吩
企
業
家
所
得
と
し
、.一

部
分
株
中
；配

當

と

し

、

j

部
分
勞
働
者 

、
酚
當
と
ず
べ
き
こ
.
t
を
說
加
れ
、
し
が
も
前
一
.一
漭
は
國
家
が
支
拂
を
保
證
す
る
が
如
き
說
を
述
，ベ
ら
れ
る
の
に
、
.今
や
こ
、
で
は
㈣
砠 

^
生

處

歡

ひ

羞

爸

ば
^

^
利
潤
ー
と̂
ぞ

國

家
^
上

納

ぜ̂

む
ー
べ̂

,

谷
ロ
陬
士
は
"

坐
塵
費
のr

部
と
も
い
ふ
べ
き一

宛
利
猫
：率
を
生
鹿
费
に
加
へ
て
價
格
を
公
定
す
る
と
と
を
主
張
せ
ら
れ
石
が
、
生 

產
费
は
、

:
§
^

に
.
0き
舞
孜
れ
る
« .
釁
に
於
て
必
ず
し
'も

同
ニ
ン
で
な
め
し
、

.'

.
:
-
又

同

一

經

營

内

部

に

於

て

1

、

坐

齑

败i

の

多

少

に

よ 

'■.つ

て

生

親

費

が

常

^

ナ

定

し̂
居

る

ゎ

け̂

_

&

¥

t

生

歷

誠(

_

坐
■

費)

が』

ら
找
て
磨
%:

が
、_

_

_

は
明
苹
ざ
« :
^

:
>で
^

^
獄
办
風
埒
經
潘
卫
(0
:
茚
的
1
達
成
.せ
0:
.む

卷

ぬ

癍0

^
資
に
有
力
だ
■る
乎
^
で
あ
る
。
さ

れ
ば
各
槌
康
業
の
.性
質
に
應
ぬ
T
 

.•一
 

■

廳

寶

、
遂
ば
限
界
坐
塵
費
、
滋
說
獨
占
对
潤
怒
許
^
高
ざ
迄
办
場
_

_

が
^
^;
と
祐
_

せ
«>
:
考
 

::
業
ね
翁
_

_
,'
;;
,
が
€

_
懷
植
ぞ
公
擎
す
忒
必
要
啟
埃
^
赞
あ
：ら
.5'
;
货
又
：生
；
^

中
#

乃
里
限
界
生
施
費
一
に
價
格

^

公
定
す
る
0
.が
_

的
に
適
ふ
で
あ
^

ぅ
？

炎

業

令

同

：の

# :
易

且
0.
有

利

な

る

產

業

で

^

、

^
藤
點
主
義
^
と
づ
-て
-最
低
7!
;
.至
中
撖
生
辦
'费
を
公
定
し
て
劣
等
齒
業
を
*
理
統
合
.す
る
.こ
と
.が
ょ
い
で
あ
ら
ヴ
。
' 簡

單

に

言

.へ
ば
價
格 

:

ば
國
说
經■濟

の
^-
抓
に
有
益
へ
な
る
_

忆
定
む
べ
，き
で
-^
^
。
‘感
傷
的
な
る
，利
潤
罪
蔥
思
想
に
捉
は
れ
て
、論
‘を
立
て
る
こ
と
は
新
體
制
に 

適
ふ
も
の
，で
ぼ
.
.な
い
。

' 

, 

- 

.
K
に
‘又
、「

執
體
制
の
公
定
價
格
は
，需
給
關
係
に
.關
係
な
し」

と
谷
’
a傅
士
は
主
張
さ
れ
る
“が
、、
之
は
恐
る
•へ、へ
.き
舉
新
で
あ
る
。
愤
格 

は
‘需
要
供
給
の
一
.致
す
る
所
，に
定
ま
名
と
い
ふ
原
則
.は
自
_
經
濟
に
於
け
，る
金
科
■玉
條
.ど
も
い
.ふ
ベ
.き
原
則
で
あ
る
'が
.、
，、之
.は
亦
常
然 

新
體
制
下
に
於
て
も
可
及
的
赏
现
さ
ル
る
^
に
.努
，め
な
け
ル
ば
な
ら
ぬ
o
;
;
需
給
の
'
,均
微
を
訂
ら
.ず
に
ハ
或
る
僧
格
を
公
免
し
て「

そ
れ 

が
實
現
す
■る
か
否
か
は
、I

つ
の
經
濟&

新
の
實
現
す
る
か
否
か
を
意
味
す
る
。
闇
和
場
の
、横
行
に
ょ
‘つ
て
之
が
金
ぐ
行
は
.れ
て
ゐ
な 

:

.

.vs
^

M

g

經̂

濟

全

^

_
呔
_

农

ゐ

尨

岭

こ̂
^
影

味
^

#

故
#

: 1
日
び
切
り̂

居

も

找

る

：め

ぼ

兌

實

^

吞

氣

な

次

第

で
：\'
> 

:.
へ
拿
ず
次
故
*

吃
#

就

w

着

右

;̂
酿
前
难
教
务
■

擧
_

の
«

驗
fe
寒

靈

督

釔

淞

餘

紙

な
^

垆
挖
ぅ
か
ば
偏
へ
に
學
從
が.̂

體
制
道
德
を
辨
へ
て
ゐ‘る
か
ど
ぅ
か
に
依
る
，と
い
ふ
の
は、
'其
期
す
2

所
高
遠
に
過
ぎ
、、
聖
人
泔
子
の
、 

• 

:
_靡
幺
畫
.

棒
歡
«

9

で
教
谷
老
挪
鑛
ど'
^
て̂

頗

务

結

糨

ゼ

あ

券

が

嵆

：ぺ

藥

駿

實

現

&

甚

だ

_

办

.-.

..'
 

.
.

.
.

-
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-
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I

_

_
—
_
_

_
_

:

:

谷
ロ
告
彥「

新
體
制
の
现
論
し
柴
昍
敬「

！=
木
紉
濟
革
新
案
大
辋」 

一

三
ニ 

(

一
！

II 
一
 D

■

.': 

' 

.

.
:
. 

. 

. 

\. 

, 

- 

. 

:
.
- 

- 

- 

, 

- 

■

.
-
.
.
.
.
-
-
-

い-
-■- 

- 

' 

■

.

.
- 

- 

. 

' 

: 

:

'.
-. 

; 

- 

.

.-
■

,

-
:
.

ひ
得
る
勒
梢
>:
放
任
.し
て
お
い
て
革
新
の
實
現
を
唯
>
人
々
：.の
自
制
心
»̂
良
心
に
俟
つ
の
は
、
決
し
て
革
新
を
實
現
せ
し
む
る
所
以
で 

な
い
。.
1
.
.
宠
.の
必
要
か
ら
公
定
し
た
愤
格
が
現
布
の
需
給
關
係
と
一
致
し
な
け
れ
ば
' 
當
局
脔
-'
i
し
て
、
過
剩
な
る
方
を
抑
べ
、
過
少
，
 

t
る
方
を
勵
史
ず
途
を
講
ず
べ
き
.で
あ
る
。
假
に
需
要
が
多
大
に
過
ぎ
る
と
す
れ
ば
.、.或
は
切
符
制
、
；或
は
割
當
制
_
或
は
許
可
す
典 

他
金
額
以
外
に
、
購
買
し
得
る
條
件
を
附
加
し
て
以
て
需
要
を
抑
制
し
、
之
を
僅
少
な
.る
供
給
額
，に1

致
せ
し
む
べ
き
で
あ
■る
。

一
方 

供
給
量
を
增
加
，さ
せ
る
爲
に
、
そ
れ
を
不
足
せ
し
め
て
届
る
諸
種
の
原
因
を
取
除
い
た
り
或
は
供
給
を
促
進
す
る
チ
段
を
他
か
ら
提
供 

し
て
.や
.る
と
と
.が
必
嬰
で
あ
.る
。
斯
樣
な
人
爲
的
方
策
に
依
0
‘て
需
給
の〕

致
に
努
力
す
る
な
ら
ば
、
関
取
引
の
減
少
又
は
絕
無
を
期 

待
し
#
-る
で
あ
ら
ぅ
し
、f
革
新」
も
亦
實
現
せ
ら
れ
易
い
管
で
あ
る
。
rfi
濟

.の
自
律
性
を
否
胄
す

る」

こ

と

そ
れ
自
體
が
經
濟
の
‘ ̂
.
0 

で
•あ
■る(

谷
ロ

博
--
I
t
:

〗

rr1

九
頁)
な

ど

乂

：い.ふ
考
へ
为
は
圣
く
苹
新
の
爲
の
革
新
み
た
い
、な
も
.
の
で
、
有
寄
無
益
で
、あ
る

。

:

最
後
に
•私
は
企
業
經
營
體
に
關
す
る
兩
博
士
の
說
を
評
し
て
本
稿
を
終
ら
ぅ
。 

,

谷
.！：：

傅

士

，は

企

聋

の

■代
表
的
形
態
と
し
て
從
來
の
株
式
看
社
の
代
り
に「

.經
濟
公
社」

(
「

五
.ニ
3

又
は「

公
益
會
社」

(

一
六
七
.頁〕 

■
の
案
を
提
柑
さ
：れ
.る
''
0
.
.何
れ
办
公
社
も
博
士
.の
.說
明
：忙
'ょ
极
ぱ
^

容
は
同
じ
で
あ
ざ
が
.、
何
故
か
し
ら
僅
か
十
五
寅
.
の
.間

隔
§:
'

お

い

て 

.
名
»

は
異
る
：の
'
で
.
あ
る
。 

. 

•
:'
•

.

へ
.
即
ち&

濟
公
社
CO

場
合
は
、
フ
そ
の
資
本
は
株
式
の
形
を
取
ら
な
い
が

、
自
由
に
分
割
さ
、れ
た
る
資
本
の
集
積
ょ
り
成
り
、
.國
家
資
本 

べ
は
51
:
-要
な
る
部
分
を
占
め
篆
が
，
#

じ
民
間
§

^

^

參
加
を
を
勸
獎
す
る
。
資
木
.の
.
用
役
に
對
す
る
報
酬
は
、
■
利
子
の
.
形
に
お
.い
て
與 

.

へ•
.ら
れ
る
が
、.
希
^

^

武
會
社
p-
:

身
^

る
點
：は
.、
1

m'

の
經
營
方
針
を
決
定
す
る
株
主
總
會
も
な
く
、
.
ま
た
大
株
主
.を
«
豸
ず
る
童
役 

#-

も
な
く
、

一
 

に
國
篆
吹
方
她
に
從
ク
て
輥
營
せ
ら
れ
、
_

(

國
家
の
：_

任
す
る
公
人
に
.ょ
つ
て
指
導
さ
れ
.る

が

ら

.、
：
_

家

的

性

格

を

も

つ
 

.
た
公
的
存
在
^

な
办
パ
■-
:■
而
^

^

ら
ゆ
る
經
濟
®

!:
%

拃
自
身
0

計
算
に
お
.い
て
遂
行
す
る
勳
で
は
、
株
蕃
社
の
活
動
と
同
樣
で
あ

る
抟
と 

0
,
2
:
著

—-
-主
 

(
，•
'
;
.
:
u
:

''
,
i
m
.
r 

.
'、•公
益
會
社
の
場
合
政
ヲ
逐
社
の
寶
本
は
國
家
賓
ネ
お
^
が
民
間
資
本
ょ
り
成
り
ゝ
こ
れ
に
對
し
て
は

一

定
の
利
子
を
支
拂
'ふ
が
、
株 

:式
#:
社
で
も
な
く
營
刺
會
社
で
も
な
：い
か
ら
、：，刹
—
も
な
け
れ
；ば
配
當
¥

^
い
呀
勞
働
者
と
：

^

^
廉
員
重
役(

指
導
者
^

:;
»
)成
り
.'
-
:
»
..
'" 

そ
：れ
^
-
:の
：臌
能
奉
仕
に
對
し
て
は
-̂
名
れ
に
相
當
す
る
賃
銀
と
俸
給
と
報
酬
が
與
へ
ら
れ
る
。
.そ
の
，經
營
妹
杂
く
資
本
か
ら
獨
立
し 

尤
冷
國
家
0
要
求
.す
る
生
產
カ
め
：擴

充

裙

邁

進

す

-3
こ
：と
が
出
來
る

」

^
o
. 

( j

/>
八
頁) 

, 

. 

ぃ
茈
說
明
が
ら
觀
'て
明
な
如<
::
,
'公
益
畲
社
と
經
濟
公
社
と
は
：同

：

.
1:物

博
士
は
、'「

經
濟
公
社
は
將
來(0
薪
體
制
片
お
け」

る
沲
業
組
織
と
尤
ヤ
、
'

株
式
會
社
に
と
つ
て
代
る
ベ
き
も;(0
で
_あ
名」

(

4

五
：ー11寅)

上 

言
は
れ
る
が’
他
方
公
益
會
社
に
就
ヤ
找
次
わ
如
べ^

は
れ
名̂

^

郡
ち
從
來
の
株
武
會
社
の
夫
部
分
は^
^

て
ぼ
食
：.̂.
之
^

對
し
.て
漸
進
的
な
利
潤
統
制
^加
： .へ
：：

て
行
く
-'

併
.し
；そ
の
^

で
國
防
上
ょ
卜
重
要
な
^

て
國
策
會
社
に
改
紺
じ
>
.
:之
を
最
名
能
率
的
に
運
營
し
允
行
^

"
東
に
ぞ
め
中
最
も
重
要
な
る
企
業
め
或
名
も
の
は
、
之
を
‘及
社
組
織
'

m
改

性

て

,>
最
^
國
家
的
に
經
營
1>
て
行
か
ぅ
、と
チ
'
る

：
%'
の

セ

あ

き

の
态
業
ぬ
办
接
適
用
1;
>
、萇

^
电
月
'の
中
£
現
准
：の
株
武
會
社
を
總
セ
公
社
組
織

.に
1-
て
之
鎮
經

の
：露

縣

：の3
_

か

ぢ

知

れ

：
兮
*

者

：
の
：
勝

竽

.な
推
量
セ
咚
：經
霧
酞
も
公
益
會
社
ル1

を
つ
け
た
の
だ
と
思
•
•ふ
。

乂

，
 

■

.

,

. 

.

 

v-
:

i
§

¥

::
l
;

て
.：一：

最

卞

能

率

的

£
:
.
f

國
家
的
に」

：
經
營
せ
ら
れ
行
く
に
最
も
適
じ
た
組
織
で
あ
る
か
ど
ぅ
か
枝
別
と
し
て
、
谷
ロ 

海
*

の

無

業

新

體

制

诚

他

：
の
、
議

論

：
に

於

^

#
程
實
際
離
れ
で
は
な
ぬ
ふ
蓋
以
博
士
ー
は
羅
ー
の
株
武
會
社
文
そ
の
儘
に

し
、
そ
れ
の
外
に 

「

國
防
上
重
要
と
認
め
ら
れ
る
國
策
會
社」

と
贺
に「

後
者
の
中
最
も
蜇
.耍
な
る
企
業
の
あ
る
も
の」

と
.し
て
公
益
會
社
と
三
盏
並
行
さ
せ

.

.--
-.•
 
•

.

マ.

,
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轉

が

.ラ
為
^.
ふ
©
.セ
あ
る
0,
'
. 

' 

\\ 
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..

ソ
-
柴
田
傅
士
の
含
新
體
制
は
ぐ
±

に
，較
べ
.
る
.
土
療
か
に
過
激
で
あ
り
、
從
つ
■
て
®

者
の
眼
加
ら
，見
れ
ば
机
上
の
.
空
論
に
近
い
^

の
.で

:»
為
ぃ
1

掛
省
亦『

公
社」

：義

；；
1-
截

货

.
新

嚴

制

の

^ :
:
業
_

を
银
费
吝
せ
致
:0
;

其̂
從
範
®
^
^

へ
ゝ
ば
ニ
十
人
以
上
.の
勞
務
者
を
有
す
る
命
業)

は
_從
來
國
營
た
る
と
公
營
t
る
と
私
營
た
る
と
を
問
は
ず
、
又
農
業
•た
る
とH

鑛
業
た 

る

と

間

證

通

寒

、
.金
融
業
た
る
と
.を
問
は
ず
、
.總
て
之
を
.
公

社

に

編

：
.成

#

へ
.す
べ
ぎ.で
あ
：
る
。
；；一

と
：

s:

は
れ
る
。(

ニ
：四
丨

一、

五
頁〕 

所
で
.

「

八
み
社
し
ぇ
は
ど
ん
な
も
の
か
ふ
い
ふ
と
べ
國
家
機
關
と
し
て
の
、使
命
感

に

從

つ

て

、

.

.而
冰
ま|
|紐
織
.の
.外
.に
在
0
て
產
業
活
勸 

を
爲
汍
^
こ
ち
ぬ
法
人
で
あ
る
。
.そ
れ
比
資
本
の
提
供
者
と
し
て
の
資
格
に
於
け
ー
る
人
輕
ょ
夕
て
ダ
は
な
乂
夕
勞
務
^
提
供
漭
と
し
X 

g

資
胳
吃
於
け
：洛
人
に

^

つ
て
權
成̂

れ
名
_と
こ
ろ
の
社
圃
法
人
で
：あ
る」

(

一
〇
頁
.

〕

。
と

.

い
ふ
意
味
は
、

r

公
社
の
•
指

導

權

露

本

避
 

:供
^
の
：手
か
ち
：

_
れ
^

、
か

勞

働

者

，，の

ぎ

^

と
.い
ふ
に
外
な
ら
な
‘い
。
尤
も
博
士
は
勞
働
者
に
.經
營
を
.金
く
任
す
こ
と
^
お
法
办
农 

於
re
.あ
ち
^v

が
、.r

社
長
め
庇
免
^
際
し
V

i
委
§

の
意
.見
を
參
酌
す
る
^
い
ふ
制
度J:

名一 

'1

頁)

.，を
取
入
れ
.る
に
帮
め
ら
れ
ネ
：

洚

の

太

如

汷

ぃ

馨

办

任

免

龙

督

體

祿

マ

擊

的

—

同
種
虚
業
聯
合
含
ぬ
顯
業
揩
導
機
關
^
公
ー

企
業
;^
經
營
志
針
は
社
丧
泛
其
補
俾
谶
關
.た
る
现
事
會
：览
依
つ
て
：定

め

^
れ
る
.，
观
_

を
_
成
オ
必
娌
凛
於
> 

一
部
は
、
腐
屬
出
級 

摘
劈
許
可
杞
來
る
為
の
分
'-
部
拉
勞
務
渚
め
：蕾

に

ょ

る

も

の

、
：
又
一
部
は
官
選

.に
ょ
る
も
の
と
し
、
社
長
が
衆
議
統
裁
を
爲
す
o
: 

公
社
わ•：

經
1

:
經
蓄
襄
院
の
檢
查
金
受
け
歎
け
れ
ば
.な
ら
ぬ
，。
,

.

,

:

.

•.
/

兩
滌
法
0

-#
れ
紫
炎
社
策
於
允
^
凝
本
と
姆
醬
及
明
確
虼
汾
灕
逝
ら
れ
ノ
資
本
家
側
の
經
營
指
導
權
は
奪
は
れ
、
之
に
代
.つ
.て
或
.

:は

書

#

意

憑

：：
或
，杜

勞

働

者

義

思

妒

鐘

^

^
碧

指

鵁

杧

馨̂

る
;£
4

此

，
爲

售

：
し

い.
c
-
r 

“
v:
v
-}
,
:
.
. ;:;

,‘
-:
■お 

■̂:

か

ふ̂

方

經
v

篇

：
に

極

小

部
分

？
：；

霞

に

限
^H

實
施
ざ
れ
ざ
な
ら
琛
現
在
の
康
業
界
：1
_

沙

い

セ

嚎

ふ

う

が

、
，
柴

W
傅
土
の
様
に
殆
ど
金
部
の
企
業
に
之
を
及
衩
す
と
す
れ
ば
、
そ
の
混
亂
の
度
は
實
に
大
な
る
も
の
が
あ
る
で 

、泳
ふ
’
と
，思
は
れ
る
ノ
柴
田
if
-士
は
1
勞
働
者
を
.
.%
企
業
經
營
に
參
割
せ
し
め
、
利
潤
の
配
當
に
も
與
か
ら
し
め
以
て1
舣
勞
.務
者
の 

「

愛
社
'心」

1
剌
戟
せ
ら
れ
ん
と
計
ら
れ
る
け
、れ
ど
も
、
.現
在
我
國
の
勞
働
者
は
概
し
：て
.斯
樣
允
刺
戟
に
‘ょ
ら
な
く
て
も
爲
す
べ
§
こ
と 

を
爲
し
、能
率
的
に
働
い
て
思
を
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

一
時9

左
翼
思
想
流
行
時
代
に
は
階
級
的
對
立
の
鳴
へ
が
廣
く
宣
傅
せ
ら
れ
、 

會
私
の
.爲
に
韻
く
こ
：と
を
ば
廣
本
家
の
奴
隸
に
な
る
か
の
加
く
柳
し
て
、
勞
働
者
の
間
に
反
抗
的
機
運
.が
强
か
つ
た
の
で
あ
る
‘が
、
現 

在
’
於
て
：̂

观
に
牴
國
の
非
常
時
:^
於
て
'は
、
：資
本
家
々
國
家
を
勞
猶
者
が
仇
敵
視
す
る
.思
想
は
消
へ
た
で
あ
ら
う
と
嗯
は
れ
る
。 

德

筆

'#
寥

忙

_
猜
舦
な
^
の
.で
あ
る
か
ら
：、
..
.は
つ
:^
り
1>
^
电
張
：は
で
き.な
い
が
、
,
現

存

秩

一
柴
阀
膊
士
案
淦
锻
ぇ
'て
饗
_

^
移

裏

知

渉

尨

黑

現

存

企

羅

營

者

：並
^
勞
務
者
^
非
常
4

^

_

:

_
家
意
識
茗
味
っ
食̂

冗
供
：0
#

充
芬
雒
率
的
柘
裒
厕
零
慕
に
治
ん
樣# '

經
營
1>

接
る
(7
)

泠
は
餘
か
洛
顏
、
_

否

淀
^
れ
ね
ば
な
ち
ぬ
程
國
1

思
識
の
低
い
、-我
利
我
慾
‘の
塊
り
だ
け
：の
；

^
の
‘re
あ
ら
う
か
。
現
代
企
業
家
の
國
家
的
任
潴
は
頗
る
«
 

汰
#

-c
p
で
：：̂
つ
.
.て
、.
.破
等
が
國
象
意
識
.に
ど
；
れ
程
覺
醒
•
>
て

居

，る

か

は

バ

今

句

.

の
日
本
の
'經
濟
、
.ひ
い
て
は
資
本
主
義
の
運
命
を
決
す
- 

で
あ
浴
タ
後
等
士
，

思
畏
激
：洛
日

^<
H
J

し
，て
意
識
的
；に
：敵
國
を
利
し
た
り
、
，
國

益

を

害

す

る

こ

と

を

せ

ぬ

で

あ
ら
.う
、
 

-

r

k调
在
の
秩
序
が
入
を
し
.て
無
意
‘識
の
.間
；¥
國
溢
モ
瓛
姓
に
供
す
^
瓛
カ
を
-%
0
て
居
る
と
^
私
は
考
へ
な
い
.の
で
.あ
名
。

，

；
.

命
日
め
我
國
で
，最

も

重

袈

激

こ

と

め

一.つ
は
企
業
經
營
の
能
弟
を
高
め
て
生
箝
力
の
擴
張
に
努
.め
る
こ
士
で
あ
，る
o
,
.
而

し

て

能

维

の

„ 

點

が

渴

見

私

原

則-

V.

し
一
て
民
營
ー
の
龙
亦
有
公
營
ょ
り
優
れ
て
居
：る

^
と
ば
膝
史
的
：に
實
證
さ
れ

^
所
で
あ
る
;̂

:篇

屋

取

る

奪»
属

_

る
^

稱
^

谨

間

め

：猛

魏

_
孩

對
'^
-
官
: «
來

押

髮

泠

け

汶

_

其

:.
1
.*
:
-

%

潇

あ
&

_
態
^

1

.せ

衣

で

、は

澈

い

，
か

。

•
.然；̂
此
案
の
成
立
に
努
カ
し
炎
實
界
ゲ
人
々
は
眾
し
ャ
現
往
ど
之
ま
で
^

實
の
念
に
打
た
れ
- 

••
. 

.
■
谷
f

"

_

g
.0
-刺
め
规
論1
帶

鹄
=

本
躺
濟
菜
衆
火
，

r

l

m

,
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一
h
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'
て
居
る
で
あ
ら
う
が
。
國
營
失
敗
の
因
が
何
處
に
あ
ら
.う
と
、
風
家
の
權
カ
を
以
て
す
ら
^

營
の
能
寧
に
適
は
な
か
っ
た
-t

い

ふ

^

實 

-

は

蔽

ひ

が

ぐ

し

，得

歆

い

•
の
で
あ
る
。
過
，日
公
表
さ
れ
.た
經
濟
新
體
制
案
で
は
民
^

を
原
則
士
す
と
定
め
て
あ
各
が
、
之
は
如
何
に
も
穩 

.

.當
な
考
.
へ
で
あ
る
。

• 

i 

:

、
 

• 

ノ

ン

.

.

，

/ 

.#

ロ
柴
田
兩
傅
士
と
も
猶
ほ
以
上
紹
介
吟
味
し
た
議
論
の
外
に
、
.
新
體
制
の
政
治
紙
織
に
就
て
、新
體
制
の
康
業
團
«

0

織
に
就
て
、 

又
寒
鹿
新
秧
序
に
っ
い
て
諝
っ
て
居
ら
れ
^

が
、
.
私
は
紹
介
批
評
を
此
處
で
打
ち
き
っ
て
そ
れ
以
上
述
べ
ょ
-う
と
思
は
な
い
-0

經
濟
の 

r

體
洵
の
骨
子
ゆ
蓋
し
大
體
.に
於
て
双
->
1

で
以
て
論g

さ
れ
た
.と
思
ふ
か
ら
で
あ
.
る
0
.
政
治
的
論
議
.を
す
.る

に

.
は

筆

者

ぼ

其

方

面

の

尊
 

問
家
.，で.な
い
し
-

遠
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o
.
趦
業
團
體
の
組
織
に
づ
い
て
.は
筆
容
は
餘
り
興
味
を
も
た
ぬ
し
、
又
そ
卜
は
理
論
的
诉 

究
：の
對
照
た
る
ょ
り
寧
ろ
•現
實
の
組
織
.と
照
し
合
.せ
て
個
々
の
場
合
に
っ
い
て
解
決
す
べ
き
性
質
の
，̂

の
で
.あ
り
て
、
紙
上
で 

一
$

 

.な
計
截
を
立
>て
'る
の
ば
單
な
る
空
想
に
馅
り
易
い
の
.
で
は
な
い
か
と
思
ふ
の
.
で
あ
る
。
束
亜
の
新
秩
序
は
筚
竟
す
る
に
將
來
の
希
望
乃. 

至
豫
想
で
あ
っ
て
、
.
大
牆
CP

鞲
想
は
誰
に
で
^

許
さ
れ
る
が
、
細
紅
：い
點
は
今
後
の
事
態
の
進
展
，に
っ
れ
て
解
決
し
て
ゆ
私
ね
ぼ
な
ら 

-

ぬ
こ
.と
\

考
へ
て
居
る
。 

• 

. 

- 

J 

、
.
我
が
日
本
は
日
獨
併
軍
_

同
盟
に
ょ
っ
て
、
ル
ビ
コ
ン
河
を
渡
っ
た
の
で
あ
る
。
.骸
子
は
振
ら
れ
た
。
金
體
•主

義

の

，
流

；
に

棹

し

て

進 

む

こ
.̂

は
國
是
と
な
っ
た
。
如
何
な
る
結
银
が
我
國
に
ふ
り
か
、
ら
う
と
、
.
我
が
聰
肌
な
る
軍
官
の
爲
政
者
達
は
'̂.

う
成
#
を
得
て
ゐ 

る
の
で
^

^

o
'l
t

b
上
^

禱
?|

す
る
こ
と
を
止
め
て
、
.
國
策
祀
必
要
な
改
革
を
國
民
の
信
賴
の
中
に
指
遵
し
其
慠
ガ
を
訢
る
だ
け
で
あ 

る
-0

而
し
.て
_
策
に
協
ガ
す
.る
,«

味
で
學
界
か
ら
も
色
々
.
な
意
見
が
發
表
さ
れ
る
の
は
大
い
に
歡
迎
す
べ
き
で
，あ
る
0

柴
田
•
谷
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